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富田林市は大阪府の南東部に位置し、東を金岡J・ 葛城連山に西を羽曳

野丘陵に囲まれた自然豊かな地の中央を石川が南から北に清流を保ちな

がら流れています。この石川によって形成された河岸段丘上に数多くの

旧石器時代から近世に至る遺跡が営まれています。

富田林市域の中でも、石川の西岸は特に集落遺跡が多く立地する地域

です。

ここに報告いたします甲田南遺跡は、石川西岸の市域のほぼ中央部に

位置し、市内でも鉄器をもつ弥生集落として注目される遺跡です。また、

遺跡内には、石川中流域では数少ない古墳時代中期の川西古墳が営まれ、

縄文時代から中世に至る複合遺跡として位置付けれれています。

本書が、かつて存在した川西古墳の内容を知る貴重な資料となれば辛

いです。

最後になりましたが、調査の実施ならびに本書作成にあたってご協力

賜りました関係各位に厚く御礼申し上げるとともに、今後とも本市の文

化財行政に一層のご支援をいただきますようお願い申し上げます。

平成 6年 3月

富田林市長

内 田 次 郎
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I 調査に至る経過

甲田南遺跡は、昭和50(1975)年 に遺跡のほぼ中央を東西に通る国道309号線 (大阪千早線)

の予定地内において、都市下水路築造工事の際に発見され、その後の調査で、縄文時代から中

世に至る複合遺跡として周知されてきた。

今回は、遺跡の南部に位置する市営甲田住宅の老朽化に伴い、木造平屋建て住宅を鉄筋コン

クリート造の中層住宅に建替える工事に先立ち、発掘調査を実施することになった。調査対象

は、建物部分、防火水槽および浄化槽部分の約1280m2と した。富田林市建設部建築課と協議の

結果、現地調査は、第 1次調査として建物部分を平成 3年 8月 に実施 し、その他の部分を平成

5年 3月 に第 2次調査として行うこととなった。

(中辻 亘)

挿図 1 調査地位置図
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Ⅱ 位置と環境

富田林市のほぼ中央部、南甲田の南部から双葉町にかけて広がる甲田南遺跡は、石川西岸の

羽曳野丘陵と石川との間に形成された河岸段丘上に位置している。

この遺跡は、昭和50(1975)年 に遺跡のほぼ中央を東西に通る国道309号線 (大阪千早線)

の予定地内において、都市下水路築造工事の際に発見された。その後、昭和55～ 59(1980～ 1984)

年にかけて国道309号線築造工事に伴う本格的な発掘調査が大阪府教育委員会によって行われ

た。その結果、縄文時代後期の上器や弥生時代中期の竪穴住居址群や古墳時代から中世の遺構
詞ヒ1

が検出され、縄文時代から中世に至る複合遺跡であることが周知されることとなった。

本遺跡の立地する石川中流域で最も古い時代の遺跡は先土器時代のものである。生活の痕跡

をうかがえる遺構は確認されていないが、ナイフ形石器などが出上している。

縄文時代の遺跡は、南に接する錦織遺跡で縄文時代前期の上器が出上しており、南方にある
註 2

錦織南遺跡では後期から晩期の土器が出上している。後期・晩期については、甲田南遺跡が立

地する石川西岸の遺跡からも確認されている。

つづく弥生時代の遺跡は、縄文時代と同様に営まれ、中期の竪穴住居址が検出されている。

また、石川を挟んで東方の中位段丘から丘陵にかけて後期の高地性集落が営まれる。

古墳時代には、石川を望む丘陵の縁辺に前期および後期にかけて古墳が点在して営まれる。

また、終末期の古墳も同様である。中期に属する古墳は少なく、本遺跡周辺に3基確認されて

いるのみである。甲田南遺跡内にある川西古墳は、調査地の市営甲田住宅の東、以前は町村組

合経営の病院の敷地で、現在は府営住宅の一角にあったといわれ、明治維新前に一度発掘され、

のち1928年の敷地整備の際に墳丘が消滅したとされている。この際に末永雅雄氏によって見取

り図が作られている。それによると、直径約20m、 高さ3mほ どの円墳で、中段に一重の円筒

埴輪列を巡らせ、墳丘中央部に小竪穴式石室状の内部構造を持つ。内部から鉄製の眉庇付冑・

短甲と鉄刀・剣などが出上したことが確認されている。副葬品の中に眉庇付冑が含まれていた

ことから古墳の年代を5世紀中葉から後半にかけての比較的限られた時期に属すると考えられ
註3
る。一方、集落跡については現在のところ後期から終末期のものが確認されているのみである。

歴史時代に入ると古代寺院が複数営まれ、仏教文化の受容が強かったことがうかがえる。飛

鳥時代に創建された新堂廃寺をはじめ、本遺跡の南方には自鳳時代から平安時代の寺院址であ

る錦織廃寺・細井廃寺があって、寺院周辺に集落が営まれていたことが確認されている。

これ以降、中世から近世にかけての集落跡が、現在の旧集落が立地する地域に重複して見ら

れることから、中世には集落が集約され、現在に至っていることが推測できる。

… 2-

(田川友美 。中辻 亘)



挿図 2 調査区周辺遺跡分布図
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Ⅲ 層序及び遺構

1.層  序
調査区の基本的な層序は上から順に盛土、第1層 (耕土)、 第 2層 (床土)、 第 3層 (旧耕土)、

第 4層 (旧床土)、 第 5～ 8層 (古墳時代から中世の遺物を含む包含層)が堆積している。調

査区の地形は調査区の東側を北流する石川に向かって緩やかに傾斜しているため、西側では第

1層 から第 5層 まで、東側では第 1層 から8層が確認できる。西側では耕土 (第 1層)が約

22cm、 床上が (第 2層 )約 4 cm、 灰黄色土 (第 3層)が約 6cmがほぼ水平に堆積し、濁黄灰

色弱粘質土 (第 4層)が約 2～ 6cmの厚さでところどころで確認できる。その下に濁黄灰褐

色土およびマンガンを含む灰褐色土 (第 5層)が約10cmが堆積している。東側では耕土 (第

1層)が約25cm、 床土 (第 2層)が約 4cm、 灰黄色土・灰黄褐色土および黄灰褐色土 (第 3層 )

が約 4～ 8cmが水平に堆積し、濁黄灰色弱粘質土 (第 4層 )が約 4cmが ところどころで確認

できる。灰黄掲色土 (第 5層)が約10cm、 マンガンを含む濁灰褐色土・濁黄灰褐色土・暗灰

褐色上が混じる暗褐色土・黒褐色混礫土・褐色土・濁灰黄褐色土・濁灰褐色砂質土 (第 6・ 7

層)が約20cm～ 30cm堆積する。第 5層 から第 7層で出上した遺物の中にはそれぞれ接合でき

る資料があり、第 5層から7層は時期差は無いものと考えられ、旧水田造成時の整地層と推測

される。さらに調査区の南東約 1/3の ところでは、暗灰褐色混礫土 (第 8層)が約10～ 30cm

の厚さで堆積している。

(田川 )

].盛土

2.耕土

3.床土

4.灰黄色土

5.灰黄掲色土

6.黄灰掲色土

7.濁黄灰色弱粘質f
8.灰黄褐色土

9,濁灰褐色土(マンガン含む)
iO濁黄灰褐色±      13褐 色土
i]・ 贈駐壁に暗園弓て吐が混じる 14濁灰黄褐色土
i2.黒褐色混礫土      i5,濁灰掲色砂質土

16.暗灰掲色混礫±  19.黒褐色混礫粘質土
17階灰褐色±   20階褐色混礫粘質土
18暗掲色混課土

挿図 3 1区南壁東半断面図
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2.遺  構
検出した遺構は、溝 `落ち込み 。上墳・建物・ピッ

清

溝は7条検出した。

卜などがある。以下、遺構ごとに記述する。

溝 1

V区東端で検出した南西から北東へ流れる溝である。西側の肩部長さ約10.5m、 幅4.6m分

を検出した。深さは約0.9mを 測る。埋土は上層が暗褐色混砂礫弱粘質上、下層に黒褐色混

礫粘質土 (0.2～ 0.5nl大 の礫)が堆積している。両層から古墳時代から奈良時代の上器や約

110個体分の円筒埴輪片が出上している。

溝 2

1区東半から口区中央で検出し、溝 1の西側約 9mの ところを南西から北束へ併行して流

れる溝である。長さは約20■1分 を検出し、幅は約3.5～ 7.Omを測る。深さは約0.5～ 1,lmを

測 り、比高差が約0.7mあ り、北に流れる。埋土は第 1層が暗褐色混礫上、第 2層 が暗黄灰

褐色弱粘質上、第 3層 は黒掲色混礫粘質土、第 4層 は暗掲色混礫粘質土が堆積するが、第 2

層は部分的に堆積している。各層から古墳時代から奈良時代の上器や約30個体分の円筒埴輪

片が出上している。

清 3

1区中央部南側で検出した東西方向の溝である。長さ約4.7m分 を検出し、幅約0.65mを 測

る。深さは約0.3mを測 り、比高差は約0.lmあ り東に流れる。埋土は濁黄灰褐色上である。

遺物は検出されなかった。

1暗褐色泥礫土
2皓黄灰褐色弱粘質土
3.黒褐色混礫粘質土

4.暗褐色混礫粘質土

挿図 4 溝 2断面図
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溝 4

1区中央部北側で検出した南北方向の溝である。長さ約3.4m分 を検出し、さらに調査区

外に延びる。幅約0.5～ 1.9m、 深さは約0。 2mを 測り、比高差は約0。 3mあ り北に流れる。埋

土は濁黄灰褐色上である。遺物は土師器・須恵器が出上している。

溝 5

Ⅲ区中央部で検出した南北方向の溝である。長さ約5.9m分を検出し、幅約0,4～ 0.75mを

測る。深さは約0.22mを 測り、比高差は約0。 14mあ り南に流れる。埋土は濁黄灰褐色上である。

遺物は検出されなかった。

溝 6

Ⅲ区中央部南側で検出した東西方向の溝である。長さ約4,4m分を検出し、幅約0.25～

0。 7mを測る。深さは約0。 45mを 測り、比高差は約0。 12mあ り東に流れる。埋土は濁黄灰褐色

上である。遺物は土師器が出土している。

溝 7

Ⅱ区南西隅で検出した南北方向の溝である。長さ約1.4m分を検出し、幅約0.3～ 0。 4mを測

る。深さは約0。■mを測り、比高差は約0.06mあ り南に流れる。埋土は暗灰褐色混礫土である。

遺物は検出されなかった。

落ち込み

落ち込みは5カ 所検出した。

落ち込み 1

1区東部北東隅で検出した。北側が調査区外に広がるため正確な規模は不明である。北壁

から南に長さ9,7m、 東西方向に幅約0.5～4.2mを測る不整形な形状を呈する。深さは約0.13

～0.4mを 測る。埋土は暗灰褐色混礫上である。遺物は検出部分の中央部西肩で土師器・回
註 4

転台土師器・瓦器の集積が見られる。

落ち込み 2

Ⅲ区西部北側で検出した。北側が調査区外に広がり、東側を土墳47に よって切られている

ため正確な規模は不明である。北壁から南に約0。 4m、 東西に幅約■mを測る不整形な形状を
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挿図 5 落ち込み 1遺修出土状況

呈する。深さは約0。 18mを測る。埋土は淘黄灰褐色上である。遺物は、土師器が出上してい

る。

落ち込み 3

Ⅲ区中央部北側で検出した。北側が調査区外に広がるため正確な規模は不明である。北壁

から南に長さ約5。 lm、 東西方向に幅約6.4mを測る不整形な形状を呈する。深さは、約0.04

～0.23mを測る。埋土は暗灰褐色混礫上である。遺物は検出されなかつた。

落ち込み 4

Ⅲ区東部南側で検出した。南側が調査区外に広がるため正確な規模は不明である。南壁か

ら北に長さ約3.5m、 東西方向に幅約3.Omを測る不整形な形状を呈する。深さは約0.09mを

測る。埋土は濁黄灰褐色上である。遺物は検出されなかった。

落ち込み 5

Ⅲ区東部南側で検出した。南側と東側が調査区外に広がるため正確な規模は不明である。
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南壁から北に長さ約4.4m、 東壁から西に長さ約3.Omを検出した。形状は不整形な形を呈

する。深さは約0。 3mを測る。埋土は濁黄灰褐色砂質上である。遺物は検出されなかった。

土墳

土墳は77カ所検出した。中世の良好な遺物が出上した上墳 2について記述する。他の上墳に

ついては表 1を参照されたい。

土壌 2

1区西端で検出した。西側は調査区外に広がるため正確な規模は不明である。西壁から東

に長さ約7.9m、 南北方向に幅5。 9mを測る不整形な形状を呈する。深さは約0。 6mを 測る。埋

土は第1層・濁黄灰褐色土、第 2層・黄灰褐色砂質土、第 3層 。灰白色砂質上がブロック状

に混じる灰褐色弱粘質上、第4層・濁灰褐色弱粘質土の順に堆積する。遺物は土師器・須恵

器・黒色土器・瓦器・白磁・サヌカイト・鉄釘等が出上している。

建物

4棟の掘立柱建物を検出した。それぞれの柱穴については表 2を参照されたい。

掘立柱建物 1

Ⅲ区南西隅で検出し、南側・西側は調査区外に広がるだめ正確な規模は不明である。建物

方位は北 7°東に振れる。柱穴は精円形あるいは隅九方形を呈し、直径約0.6～ 1,2m、 深さ

約0。■～0.34mを 測る。柱間約2.2～ 3.Omを 測る。埋土は暗灰褐色混礫土および濁黄灰褐色

土・濁黄灰褐色弱粘質土である。遺物は土師器が出土している。

掘立桂建物 2

1区中央北側で検出した総柱建物である。北側は調査区外に広がるため正確な規模は不明

である。建物方位は北 2°東に振れる。柱穴は隅九方形あるいは不整形な形を呈し、一辺約

0.5～ 1,35m、 深さ約0.18～ 0.48mを 測る。柱間約1,6～ 2.5mを 測る。埋土は濁黄灰褐色土

・暗灰褐色混礫土および黄灰色上がブロック状に混じ暗灰掲色混礫上にるである。遺物は土

師器・須恵器・製塩生器・サヌカイトが出上している。

掘立柱建物 3

1区中央南側で検出し、南側は調査区外に広がるため正確な規模は不明である。建物方位
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は北 2° 東に振れる。柱穴は隅九方形あるいは不整形な形を呈し、一辺約0.69～ 0.86m、 深

さ約0.25～ 0。 28mを測る。柱間約 3mを測る。埋土は暗灰褐色混礫土および濁黄灰褐色上で

ある。遺物は土師器・須恵器が出上している。

掘立柱建物 4

1区西半南側で検出し、南側は調査区外に広がるため正確な規模は不明である。建物方位

は北 2° 東に振れる。柱穴は不整形な形を呈し、二辺約0.67～ 0。 97m、 深さ約0.25～ 0。 41m

を測る。柱間約2.1～ 4.lmを 測る。埋土は濁黄灰褐色土・暗灰褐色混礫土および焼土・灰が

混じる暗灰褐色混礫上である。遺物は土師器・須恵器・黒色土器が出土している。

ビット

調査区の全域から大小692個のピットを検出した。規模等については表3を参照されたい。

(田川 )

遺構番号 形 状 規 模 (m) 深さ(m) 土  色 ・ 土  質 出  土  遺
備   考

土師 暦え 艶
一
器

D.1 不 整 形 1.88× 1,71
層

層
鍬
購
濁
濁

柏

灰

弱

土
土に灰色砂質土お親じる
色砂質土がプロック状に混じる

D 2 不 整 形 (7.86)× 588 0 白磁、鉄釘、サヌ カイ ト

D 3 不 整 形 240× 1.25
D 4 不 整 形 2.30》く1 03 十

D.5 不 整 形 1.12× 0,96

D 6 不 整 形 2.53× 2 20

D 7 不 整 形 234× 182
8 300× 195

率 120× 066 濁昔灰褐 色土 ○ たたき石

膠 157× 033 濁灰褐 色 洛 管土

D卜 1 不 啓 形 122× 0_57 0 14 濁灰褐 色 土
D_ 不 蓄 形 2_22)《 1 58 渇責灰 楊 色土

D_ 不 整 形 1.91)く 0 67 01 濁責灰 褐 色 土

D_14 不 啓 形 107× 055 濁灰褐 色 土

D。 1 不 里 281× 143 濁昔 灰楊 色 十 0 ①
D.16 不 形 1.28× 1.12 CD

D.17 褥 円 形 1.02× 0.55 CD

D18 不 整 形 250× 1.19
D19 不 垂形 101)× 076 暗灰褐 色

D.20 不 整 1.60× 1.34 濁貢 灰褐 色土

D.21 不 137× 096 濁責灰褐 色土

D.22 不 1.78)(1 12 |=1二

D 23 楕 形 1.46》く1 08 |=上i

D24 不 啓 形 2 25)(1 17 賠灰褐 色 混礫 土

D25 167× 068 暗灰褐 色 劇 礫 土

D26 整 形 098× 062 暗灰褐 色 混礫 土

D.27 不 率 形 2.35× 0 86 暗灰褐 色 粘 質土

D_28 不 啓 形 ■6× 0_54 暗灰 褐 色 混礫 !

D_29 不 啓 形 2 16× 1_98 0.09 暗灰 褐 色 混礫 !

D_30 (3_56)〉〈(1 18) 暗仄褐色混礫 :

D31 不 啓 形 409× (096) 暗褐色混礫粘ブ土

D 32 不 整 形 (386)× (0.65, 暗灰褐 色 混礫 :

D 38 不 落 形 1 15× 0 94 0 22 濁責灰 褐 ュニ土ュ

D 34 不 率 形 082X026 濁灰 責褐 色 土

D35 不 諮 形 100× 068 濁責灰 褐 色 土

D.36 不 整 形 129)× 066 濁灰 責詔 二」二

D_37 不 啓 形 (0_98〕 ×050 渇責 灰 ユニ士ュ
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違構を号: 形 状 規 模 (m) 深さ(m) 土  色 ・ 土  質 出  土
備   考

上亀 冨南

D. 2.34× 1.42 片マンガン
D:E 1.65× 0.54 すみ片含
D.40 2,94× (1.61
D.4 (1.襲 )× (0.8〔
D.4 1.15× 0.60
D. 3.07)く (

1.17)(0.77 0_00
.10× 0.

46 4.Zυ X Z.u

2_45× (1_割 曙灰禍色 潮

)× 0_12

.22× 1.06

1.16× 0.85 土

D.5 1.31X047 !」 L

1114〕 ×0.

1.16)XO. 〕土

1.05× 0_62 主

1.06× 0_

445× 4_04
_57 ュニI=

I粘質土
濁責灰褐 色 土

D_60 濁責灰褐色土
D^61
D^82 l n7うでn ,A

D Sa 1.20× 0_82 0_07
D卜 S4 1_40× 0_78 土
D_■氏 1_57× 0_71 濁責灰褐 色 弱粘 宵

D.66 1_58× 1_10
D_`7 (0_88〕 ×0_7二
D_AR 1_2a)Xl 濁

D_`0 _28× 0_0■ :灰褐 色
D_70
D.71 1_al)(o oo 濁灰褐色土
D.72 1.07× 0.61 0 05
D.73 1,55× 1.05
D.74 )。 95)× 0.57
Dη 1.87〕 ×0
D_η 1 07× 0. ι

=上

ュ
D_7 1.04)× 1_00 ォ」 ヒ

表 ]土 壊一覧表

表 2 掘立柱建物ビットー覧表
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遺構番号 形 状 規 模 (m) 深さ(m) 土 色 土 質
出 iH

備 考

0_25× 濁灰褐 色 土

2 不 蟹 形 039× 0_13 濁音灰 褐 色 土

3 不 整 形 0^62× (0_34 0_15 ①

4 不 整 形 0_69× 0_31 0_19 O サヌカイ ト

P. 5 不 整 形 0.36× 030 0_20
6 褥 円 形 0.27〉 (0,19 0_10

7 不 整 形 0.44〉く0.29 0_40

8 不 整 形 0.27× 0.26 0_19

不 整 形 0,46〉く0.40 0_19

P, 10 楕 円 形 0.17)(0.13 0 09

P 1 0 ■7〉(0 32

不 整 形 039× 0.38 0 1途
070× (045) 0_75 暗反褐 色 湿凄 土

不 整 形
不 落 形

0_84× 0_32 土

0_52× 0_39 濁音灰 褐 ト

0_24× 02ユ 0_03 濁責 灰 褐色 土

拗一拗一掏
0^58× (0ヽ 88) 0_24 暗灰 褐 色 混礫 土

0^77× 0^48 0_13 奮灰褐 色 土

0_28× (0_1 0 20 暗灰褐 色 混礫 土 襲 堰 土 器

円 形 0_aO× 032 濁昔 灰褐 色 土

0^89× 0_35 0卜 16 暗灰褐 色湿礫 土

不 整 形 0_57× 047 0_27 暗灰掲 ,湿 腱 上
P.23 桁 円 形 0.22× 0.16 0.03 商貢炊

濁黄灰

十

P.24 不 形 0.28× 022 0.09 土

P.25 不 整 形 050× 0.49 0.25 曙灰褐 色 屁穣 土
P 25 0.21× 0.21 0,06 濁貢 灰 色 土

不 搭 形 0.32× 0.29 0 09 褐色混礫土
円 形 0.31〉く0、 33 0.07 濁灰褐 色 粘 質 土

不 啓 形 0.97〉く0 59 0.39 | :J三

不 著 形 0 55× 0 53 0 31 濁責灰 褐 色 :

P,31 0^25× 02 0 80 濁音 灰掲 色 土
不 整 形 0_56× 04 濁音 灰褐 色 土

円 形 028× 028 0 16
P. 34 形 0.42× (0.34) 0.20

P. 35 不 0 38〉〈0.36 0.38 湾買灰 褐 色 !

P. 36 円 形 0 28)(0 27 0.19

P,37 形 0 37× 0 30 0.35 濁貢灰 褐 色 土

P.38 示 0.51× 048 0.39 濁責灰褐色土
P. 39 不 ζ形 1.03× 0.94 0.28 婚灰 褐 色 れ際 土

不 ヨ 形 0.56× 046 0.25 濁責 灰 褐 色土
P.41 不 形 0.29× 0.28 0 16 濁責 灰 褐色 土

P 42 糖 形 0.36× 021 0.24 濁貢灰 褐 色
P,43 不 整 形 0,64》く0 41 0.31 濁貢灰 褐 色

P,44 不 整 形 036× 030 0.14 濁貢仄 褐 色 土
P.45 不 落 形 045× (0.4 0.20 濁責 灰褐 色 土

円 形 0.24× 0.25 0.09 濁責灰 褐

P.47 日 形 0.22× 016 0.21 濁 E

P 48 弓 形 0.47× 037 0.18 濁貢灰 褐 色 土 CD

P,49 不 ヨ 形 0.43× 0 37 0 29 濁

P. 50 不 形 0.62× 0.59 0 22 濁 貢灰

P 5ユ 橋 形 0。 30× 0.26 0 18 濁黄灰 色土
楕 円 形 0.40〉く0.35 0 16 濁責 灰 詔 ュニ五ュ

隅 苛方
: 0_35× 034 0.25 濁琶灰 二二士ュ

円 026× 026 0.09 濁灰 褐 色 粘 質
円 0_27× 028 0 08 濁灰 褐 色粘 質

岳6 0^73× 063 0 34 暗灰 4B色湿 礫 土
不 整 038× 0_ 0 37 濁 炊 褐 色 粘 腎 土

不 整 形 0 46〉く0.4 0 22 暗灰 褐 色 湿礫 土

P.59 不 整 形 0.26)(0 25 0 16

P,60 0.52× 035 0.21
P  61 0.33× 0.31 0.04 濁黄灰褐色上

楕 円 形 0.26× 0.20 0,05 濁貢 灰褐 色 土

不 落 形 0 21)(0.19 0 07 暗灰褐 色混 礫 土

拗一拗
0_92× 068 0.06 賭灰 褐 色 | 二J二

0_36× 030 0 09 暗灰 褐 色 土

不 整 形 0.56× 041 0_08 陪反楊 i混 礫 土 炭温 じ Z
P 67 栢 形 047× 041 0_20 陪灰楊 i湿 礫 上 炭混 じ Z
P 68 不 整 形 0.33× 0.22 0 05 暗灰掲 角湿腱 十

P.69 不 整 形 041× 0.33 0 10
P,70 不 整 牙 042× 032 0 07
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遺構番号 形 状 規 模 (m) 果さ(m) 土 色 土 質
出  土  遺

備 考
弥生 土師 I 須蕉 黒

“

圧撚

相 0.52× 0_42 0 10 曙灰褐 色混礫 土
不 0.64× 056 0 商炊脅色土 ①

不 整 形 0 30〉(0:25 0 08
74 形 0.28XO.24 01ユ 暗灰褐 ■

J形 0.30× 0.24 0 14 暗灰褐 色湿礫 ―

0.32)〈 0.26 0.04 濁責灰褐色土
P. 77 示 0.25× Or 22 0.06 濁責灰褐色土
P,78 0.56× 0.54 0 14 暗仄褐色混礫土
P,79 0.33× 029 0.12 濁責灰褐色土
P  80 不 10× (057 0.36 濁責灰褐色土

示 形 0.37× (0。 13 0.06 濁黄灰褐色土
P  82 福 円 形 031× 0.28 0.10 濁黄灰褐色土
P  88 不 整 形 0.35× 028 0.28 暗反楊 付

桁 円 0,36× (0.21) 0.12 暗灰褐付 O ①
隅九方 0.24× 021 0.07 暗灰楊 色
不 整 0.54× 044 0 08 濁音反褐 角
不 形 047× 0.40 0 08 濁黄灰褐色土
褥 F 026× 0_23 0 萄色 虎礫 土

形 027× 024 0 褐 色 虎礫 土

不 形 045× 0_40 0 暗仄褐 色れ礫 土

円 形 040× 0_43 0 :褐色 虎礫 土

不 形 0 49〉く0 28 0 1褐色 疵礫 土

桶 円 形 0.48× 0 40 0 0 淘貢灰褐 色 土
94 不 0.22)く 0 22 0_04 色屁礫 土

不 【形 088× 058 色耗礫 土

楕 F]形 062×05 0_21 色 I 礫 土

不 整 形 0 39〉く0_a7 0 12 暗灰褐 色 礫 土
不 整 形 0 58〉く0_47 色ヱ 礫 土

構 024× 0_16 0_54 褐色 懇 喫土

不 0.77× 0_60 0_16 1褐色お築土
0.39)く 0_29 0_14 〕混礫 土

橋 ロ 0.40× 0.31 0_09 の

10a 不 0.53× 024 0 09
:'移 0 72〉く0.66 0 17 暗灰褐 角

P 105 041× 0.35 0 18 濁奮灰
P 106 0.34× 0.27 0.04 濁責灰褐
P。 107 楕 0.23)く 0.20 0.06 濁責灰褐色土
P,108 不 占 形 0.60× 0.21 0.05 濁責灰褐色土
P 109 隅 色 0.20× 017 0.03 暗灰褐色混礫上
P 0.33× 0.24 0.14 濁責灰褐色土

円 形 0.22× 0.22 0 04 濁責灰褐色土
P 不 形 0,96× 0.75 0.08 濁音反褐 付

不 形 0.50× (0.44) 0 濁昔反褐 角

不 整 升 0.29× 028 0.08 濁昔灰楊 打
0 60X0 40 0_10 商貢炊褐 色土

桁 F 0.51× 0 45 0^04 藤 貢仄褐 色 土

梧 F 0.32)(0 28 0^06 蔭 貢仄褐色 土

梧 円 牙 0.44)(0 43 0 05 商貢灰褐 色土
不 形 0.82× 0_72 0 27 電灰褐 色土

楕 円 形 022× 019 0 04 q灰褐色土
楕 円 形 019× 0_15 0 06 f匈責灰褐色土
隅丸方形 0_89× 0_=8 0_12 責灰褐色土
糖 形 044× 0^al 0.10 唱灰 褐色 土

P,124 不 啓 形 0_72× 046 0.21
P,125 円 形 0,39)〈 0 38 0.17 ①

P.126 不 薄 0.61× 0.58 0.22 濁責仄褐色土
P 0.35× 032 0.05 濁責灰褐色土
P.128 0,70× 0.56 0 05 濁責灰褐色土
P 不 0_Sl× (02A】 0 濁責灰褐色土
P.130 0_21× 019 0.04 濁責灰褐 色土
P,131 不 郵 060× 0.48 0.18 黄灰褐 色 土

P,132 糖 023× 0.19 0.04 責灰褐 色 土

P.133 (089)× O RA 0.07 濁灰褐色 混礫 土
P,134 不 封 0_46× 0^4 0 06 濁責灰褐 色土

不 ヨ 0.34× 0 31 0 06 商貢灰褐 色土
円 0.25× 洵貢灰褐 色土

0 53〉(0.47 O
不 069× 0.47
円 0.36× 0.34 0_08 詢貢炊褐 色土
阻 載 = 0.18》く0卜 17 0 04 洵貢灰褐 色土
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遺構番号 形 状 規 模 (m) 深さ(m) 土 色 土 質
出 土 遺 物

備 考
旅生 主師 畢色 瓦串

141 0 37〉(0 33 0 13 陪 ∫火褐 a肝 撰 十

隅丸 万 形 0 39〉(0 32 0 11 暗灰褐色混礫土
P 不 整 形 048× 043 0 15 暗灰 褐 色 土

隅 兎 三 角 031× 028 0 04 商 貫灰褐 色
FH円 形 039× 033 0 07 濁灰 褐 色 土 ①

楕 円 0 36× 0 25 0,04 濁責灰褐 色 土

P 楕 円 055× 0.45 0 06 rgJ責灰褐 色 土

P 楕 円 形 054× 045 0 06 筆灰褐 色 土

P 9 楕 円 形 0 58× 0 37 0 05 II」責 灰掲 色 土

P 楕 円 形 0 54)く 0 29 0 06 濁責灰褐 色土

P151 楕 円 形 0 27× 0 23 0 06 濁責灰 褐 色 上

P152 057× 036 0 22 暗灰 褐 色 碇礫 土
P153 隅丸方 形 038× 036 0 05 濁 責灰 褐 色 土
P154 不 整 形 068× 034 0 06 濁責灰 褐 色 土
P155 不 整 形 030× 026 0 07 濁責 仄褐 色 土
P156 不 整 形 0 58〉く0 45 0 06 濁責灰褐 色 土

P157 不 整 形 032× 0_29 0 13 【褐色混礫土

P158 楕 円 形 022× 019 0 02 濁責灰 褐 色 土
P159 不 整 形 048× 039 0 05 濁貢灰 褐 色土
P160 楕 円 形 030× 027 0,03 rrJ責灰 褐 色上

P161 不 整 形 034× 032 0 10 ・ra責灰褐色土
P162 不 整 形 0 37〉く0 31 0 16 暗灰褐 色 屁礫 土

163 不 登 形 028× 024 0 08 洵貢灰 褐 色 土
164 桶 円 形 031× 027 0 07 濁灰 褐色 土
P 0 28× 0 26 0 06 商貢炊 褐 色 土

O R9)(0 32 0 09 濁灰褐 仕 十

P 桶 円 形 0 27× 0 25 0 08 満貢 灰褐 色 :

P 不 整 形 067× 053 0 14 暗灰褐 色 上

P 不 整 形 083× 052 0 28 濁 貢灰褐 色 土
P 楕 円 形 039× 038 0.03 濁貢灰 褐 色 土
P 円 形 042× 035 0 02 濁責灰 褐 色 土
P 円 0 45X0 37 0 09 濁灰褐 色 れ礫 土
P 円 029× 025 0 04 濁責灰 褐色 土
P 0 54X0 46 0 05 ・Y5責灰褐色土
P 不 啓 形 0 46)く 0 31 暗灰 楊 i湿 礫 土 O
P 楕 円 形 0 31〉〈0_25 0 05 渇音 灰楊 負 土

P 036× 027 0 08 濁首灰 褐 角 上
P 0 42〉く0 38 0 04

P 0 87× 0 32 0 0G

P [80 (0 84)× 0 34 0 07

P181 0 31× 0 27 0 05 濁音反掲 i土
P 182

審

O a2× 031 0_06
P 183 042× 037 0 05
P 184 不 賢 形 031× 0_29 0 06
P 186 0 77× 0_53 0 20

032× 028 0 07 十

P_187 0 39× 0 36 0_20

P_188 0 46〉く0 46 01

P_180 O aO× 026 0 09
0 55× 0 45 0_10 十 石 皿

P 191 037× 0.32 0 06
P 192 028X022 0_0亀

P 193 啓 78× 0 50 0 17 土

P194 不 整 形 043× 0_30 0_02 濁歯灰褐 色 土
P195 不 黎 形 044× 0.35 0 13 濁責灰褐 色土
P196 隅 女.方形 030× 0.29 0 04 1覺萱灰褐 色 土

P197 糖 円 形 0_37× 030 0 15 暗灰 4S色混礫 土
P198 不 整 形 0 31〉く0 28 0 09 暗 炊 褐 色 れ 撰 土

Pユ 99 不 啓 形 062× 056 渇責 灰褐 仁 十 O
P 200 糖 円 形 0_57〉く0 40 0 10 濁音灰 褐 i士
P201 楕 円 形 0 80× 0 23 0 07 暗灰褐 色 湿礫 土

P_202 不 啓 形 0 74× 0 50 0 07 濁 昔灰褐 i十
P 203 栢 円 形 050× 036 0 06 胸貢炊 褐 色 土
P204 不 整 形 027× 030 0 05 濁貢灰 褐 色 土
205 楕 円 形 0 42)〈 0 39 0,08 濁貢灰褐 色 土

P206 不 率 041× (03 0.12 濁責灰 褐 色

P207 不 整 058× 0.49 007 濁責灰褐 色
P 208 楕 円 】 031× 023 0 05 濁 責灰褐 色土
P 209 隅丸方 029× 025 0 05 濁責灰褐 色 土
P210 不 整 形 0 86〉(0 76 0 26 贈灰褐 色 混礫 土
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遺構番号 形 状 規 模 (m) 朱さ(m) 土 色 土 質
出

層蔑
備 考

旅生 ■翻 為
形 0.48× 0.24 0 03 濁責灰褐 i

.212 0.32XO.27 0 07 濁黄仄褐色
濁首灰tSi形 0,21× 018

穏 形 0_30× 021 0.03 濁責灰褐 色
P.215 ≧

整
0 27XO.23 0 07 暗 炊 褐 色 混 傑 土

P216 0.72)く 0_4 0_08 濁黄灰褐色土
P,217 0.24× 0.18 0_06 濁黄灰掲色土
P。 218 不 027× 0.19 0_07 暗灰褐 色 混礫 土

不 0.65× 053 0 12 商貢灰褐色土
不 0.46× 0.42 0_12 商貢仄褐 色土

221 不 0.51× 0.44 0.12 南貢灰褐色上
.222 不 0.23× 0.19 0.05 〕色土
.223 円 厖 0.27× 0.27 0 08 色 土

.224 楕 レ 0.30× 0.21 0.04 色土

225 不 056× 040 :混瞬土
226 不 060× 032 0 06 商貢灰脅色土
P,227 禾 0.25× 0.12 0_05 ユ混礫土
P.228 示 0.95× 0,72 0_18 褐 色土
P.229 不 整 彰 0.83× 0.41 0^05 褐 色土
P.230 0 45)く 0 32 0 09 曙灰褐色混礫土
P.231 不 整 形 0.60〉(0 30 0 07 FBZ灰褐 色混礫 土
P.232 不 整 形 0.26 XO_24 0.04 濁責灰褐色土 I~~~~~ 「

円   形 0.22× 019 0.04 濁責灰褐
不 率 形 0.26× 0.25 0.05 濁黄灰褐
不 整 形 0.47× 0.28 O,08 濁黄灰褐
不 整 杉 0.48〉(0.38 0.11 濁黄灰褐

.237 不 著 レ 066× 0.54 0.13 濁責灰褐
構 円 杉 053× 0.30 0 08 濁黄灰褐

。239 不 啓 修 0.18× 0.18 0.07 濁黄灰褐
.240 隅 丸方 修 0.80× 072 0 07

不 0,72× 0,71 0 15 曙炊褐 色罷礫 土 責灰 色 土 プ ロ ック
不 (052)× 046 0 06 詢 貢灰褐色 土
楕 068× 0.57 商貢灰 褐色土
楕 P 0.40× 033 0 16 暗灰褐色混礫土
不 葛 0.50× (022) 曙狭袴 色虎礫土

246 構 円 形 036× 030 0,05 暗灰褐色混礫
不 黎 形 0 33XO.28 0.06 濁黄灰褐色土

.248 格 円 0,29× 026 0 09 暗灰褐色混礫土

.249 不 率 0.49× 036 0.10 濁 ど 土

250 構 円 0.29〉 (0.24 0.04 濁責灰 土

不 整 形 0.36)く 0 25 0 06 濁責灰褐色土
252 不 整 形 0.53× 0.28 0.08 濁責灰 土

梧 円 形 0,41× 0.25 0 08 濁責灰褐色土
254 円   形 0,29× 0.28 0.12 濁責灰褐色土

構 円 0.29× 025 0 07 暗灰梧任
楕 円 形 022× 020 0.05 暗灰掲 任
不 革 0.45× 0.42 0 10 暗灰褐 負

.258 不 整 .Z7X(9,Z3, 0.15 暗 灰

不 率 038× 0.37 0.05 暗灰楊打 混穣
不 蓄 0.34× 0.31 0.05 暗仄褐色混礫土

0.41× 0,41 0 02 暗灰褐色混礫土
P 262 円 029× 032 0 04 曙灰褐色混礫
P263 不 整 064×04 0 08 王仄褐色混礫土
P_264 不 整 形 0 33)(0 28 0 09 礫土
P_265 不 整 形 0 30〉く0_26 0.12 暗灰褐 色 | 礫上
2SS 不 整 0_38)(0 2a 0.14 暗灰褐色混礫上
P 267 4ヽ 筆 彬 0_29× 0_26 0.06 暗灰褐色混礫土

不 整 形 0.27× 025 0 06 暗灰褐色混礫土
269 不 率 052× 0,33 0.15 暗灰褐色混礫土

不 率 055× 0.41 0.04 暗灰褐色混礫土
円 030× 0.29 0.07 濁責灰褐色土

272 楕 円 0.25× 0.19 0.05 暗灰褐色混礫土
円 0.35)(0.35 0.06 暗灰楊色 湿礫

274 不 整 0.62× 0 0.33 暗灰褐 色湿礫
不 苓 053× 0.44 暗灰褐 色混礫 十 ∩ H笛 情 塗

276 格 円 0.25× 0.22 0.09 賭灰褐 色湿腱 十
不 啓 0_27× (00R〕 0.08 暗灰褐色 涅腱 上
不 搭 027× 0.22 暗灰褐 色温礫 士

279 不 整 0.22× 0.13 0.01 隠灰褐 色混礫 土
r.280 拓ヽ  零 0_62× 04R 0.07 曙灰褐 色混礫 土
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遺繕番号 形 状 規 模 (m) 深さ(m) 土 色 土 質
出  土 物

備 考
林登 上印 艶

一P,281 不 整 形 0.45× 0.36 0.05 暗灰 褐 色 虎礫 土

P,282 不 整 形 0 38〉く0.30 0.09 暗灰 褐 色混際 土

P 283 楕
「
形 0.28× 017 0 02 曙灰褐 色 疵 B 土

P284 F 形 0 21× 0.23 0 07 曙灰 褐 色 淀弔(」三

P 285 隅 女J方形 0.29× 0.28 0.14 曙仄褐色虎瞬土

不 啓 形 0 48〉く0 30 0 06 暗灰褐 色淀礫 土

P_287 円 形 0 45〉〈0.44 0.16 暗灰褐 色混礫 土

288 不 啓 形 0 64× 0 49 0 12 曙灰 褐 色 れ礫 土

不 啓 形 0.40〉く0 22 0.05 暗灰褐 色 混礫 土
小 膠 0_55〉く0.33 0.05 暗仄褐色混Brt土

018× 016 0 02 暗灰 褐 色 混礫 土
率 0 64〉く0 36 0 05 暗灰 4B色混礫 土

0 46〉〈0 35 0 11 FBZ灰 褐 色 混礫 土

067× 0_36 0_06 暗灰褐 色 混礫 土
0 25〉く0 21 0 04 暗灰褐 色 混礫 土

296 0_48× 04 011 暗灰褐 ≧混礫土
隅 九 二 月 0_50× 039 0^08 暗灰褐 色 湿覇 土
隅 兎 二 月 040× 035 暗灰 褐 色 混る 土

P,299 不 形 9.イ 3)く 0,31 陪灰褐 i湿 石 土
P,300 不 形 0.32× 0.31 010 陪灰褐 ■ 湿礫 十
P301 楕 F 形 0.37× 0.35 0 06 陪灰楊 FL涅腱 十

P 302 楕 F 形 0■ 6× 031 0 10 贈灰楊 i混 礫 土
P,303 橋 円 形 040× 0_34 0_07 暗灰褐 色混礫 土

橋 円 形 050× 0_29 0_10 暗灰 褐 ユ混礫上
不 啓 形 0_55× 038 0_06 灰 褐 i混礫 土

楕 円 形 0_35× 0 32 0.10 灰 褐 邑混礫 土

口   彰 0_28〉く0 25 0 09 灰 褐 色 混礫 土

0 37》く0 29 0 11 「灰褐色虎礫土

率 形 0 62〉く0 60 0.10 曙灰褐 邑疵礫 土

不 啓 形 (045)× 0.38 0.24 暗灰 褐 色 疵礫 土

不 啓 形 094× 079 0.15 暗灰 褐 色 コ 礫 土
肇円 形 0.35× 0 24 0.64 曙灰 褐 邑平 礫土

形 0_48〉く0 41 0 09 暗灰褐 色平 薬上

0 32〉く0 27 0 11 暗灰褐 邑混礫 土

042× 031 0 07 暗 灰 色混礫土
0_69× 061 0.17 暗 土

0_96× 0_88 0 25 賭 土

077× 070 0 12 暗褐 色混礫 粘 上
不 形 0_82× (O Sa) 0 09 暗褐 色混礫 上

P,320 福 円 形 029× 0:23 0卜 19 暗灰褐 色混礫 土

P32ユ 栢 円 形 0.30〉く0.23 0_13 陪灰 褐 色混礫 土

P,322 形 0.18× 0 0 06 陪灰 楊 i混 礫 土
P.323 形 0.39× 029 0 28 陪反褐 i温 礫 土
P.324 隅 丸方 形 021× 019 0 04 陪反楊 i湿 礫 士
P 325 阻 苛 =角 0.44× 0 34 0.15

P326 不 形 (041)× (019) 0,08

P 327 阻 苛 =色 0.49× 045 0 14 濁責灰褐色土
不 形 (026)× 0.17 0 10 濁黄灰褐色土

329 0.28× 019 0.07 濁責灰 褐 色土
形 0.34× 030 0.17 濁灰孝 色 土 O ① ○

_331 警 形 0 48× 0 33 0.12 濁灰孝 色 土

_382 042× (0_31) 0 07 色土 マ ンガ ン含 む

円 形 0.31× 0 32 0 17 〔褐色上

334 不 形 052× (045) 0,42 濁灰褐色 : マンガン O すみ片

P335 不 形 024× (013) 0.07 濁貢灰 1土 マ ンガ ン合 む

不 形 0,76× 059 0,09 二十 ○

337 不 形 0 67〉く0 46 0.05 渇昔灰 褐 i十
P 338 隅 丸方 形 0.28× 0 28 0 40 濁灰褐 i■ ・ 焼 土・ す み片含 む 雛 土境

P 389 糖 形 0.43〉く0.26 0_06 渇灰昔 褐 亀上

P 340 テ 040× 039 0_31 濁灰褐 角 土
P341 不 0.46× 0.35 0 80 濁昔灰 褐 色土

P.342 楕 036× 028 0 09 濁責灰褐色土
P 348 不 害 】 0.38× 032 014 濁黄灰褐色土
P.344 不 奏 】 (0.59)× 0.56 0.31 暗灰褐色混礫土

P 345 円 0.41× 0.42 0 08 濁灰責褐色土

_346 不 害 形 0.30 暗灰褐色混礫土

円 形 055× 053 0.14 濁責灰褐色土 ①

348 楕 形 0.54× 044 0.10 濁仄黄褐色土
0.79× 075 0 37 渇辰務 a十 す み片含 むそ こに20m丈 のる O 〇

円 形 042× 039 0.15 濁責灰 褐色土
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遺構香号 形 状 模 (m)規 深さ(m) 土 色・土  質
出  上  遺

備 考
称生 須層

堅

い

P 421 円 形 O RO× 034 0 08 濁責灰 掲 色土
P 422 楕 FLl形 023× 020 0 10 渇責灰 褐 色上
P,423 円 形 017× 016 0 05 i蜀責灰 褐 色 土

P424 精 円 形 0 23〉く0 18 0 09 暗灰掲色混礫土

P425 0 42X0 35 0 08 畳舌 灰 tS色 1

P426 楕 0_21× 0 15 0,05 濁貢灰 褐 色 :

P.427 円 形 0 27× 0 28 0 07 濁貢灰 褐 色

P 428 0 53〉く0 46 0.21 暗灰褐色混礫土

P 不 0 50〉く0 32 0 07 マ蜀ど三,ク(確 電ヨ!

P 430 不 0 65)く 0 49 0 10 濁 責灰 褐 色

P 431 輛 0_41× 037 0.09 ・rB責灰褐色
P,432 円 杉 0 49× 0 51 0.18 濁灰褐色土 サヌカイト

P 433 0 69〉く0 52 0 07 濁黄仄褐色土

P434 0_87× 071 0 07 i蜀黄灰褐色土 O

P,435 形 051× 043 0 20 濁灰褐色土
P.436 形 0^94× 051 0 19 濁灰褐色土
P437 精 円 形 025× 020 0_14 暗灰褐色混礫土
P438 楕 形 023× 0^18 0 09 晴灰 t・B色 礫 土

P.439 円 形 043× 046 0 17 濁灰 褐色 土
P.440 楕 円 形 056× 050 0^20 暗灰 褐 色混礫 土

楕 円 形 0.81× 0 59 0_16 濁灰褐 色 土

楕 円 形 0.41X026
不 整 形 0 77〉(0 50 0^25 陪灰 褐 色混 I 土 0

不 荏 形 054× 0.48 0 12 濁 昔灰揚 色 土

不 形 0.56× 026 0 10 濁萱灰 褐 色土
(0 6烏 〕〉(O S2 0 26 晴灰 褐 色 混礫 土

楕 円 形 0.38× 0.23 0 13 濁責灰 褐 色土 0

P448 箱 形 049× 044 0 08
P,449 0 40× 0 86 0.18 ,騒音辰楊fJ十

P450 隅 丸方 形 054× 039 0 16 濁 灰褐 色 土
P451 不 整 形 0_47× 0_35 0 05 暗責灰 褐 色土

P 452 楕 円 形 0 28X0 20 0 08 暗責 灰褐 色 土 O

P.453 不 整 050× 040 0 23 暗責 灰褐 色上
P 454 不 整 0_31× 024 0.12 濁責灰褐色上
P455 円 0_59× 060 0 14 濁灰褐色土
P,456 0 41)く 0 29 0 15 暗仄褐色淀礫土

457 楕 円 0 32× 0 28 0_07 濁灰褐色土

P,458 0^51× 039 0 10 濁灰褐色土
P459 0_38× 034 0 07 i蜀灰 褐 色 :

H 0 32〉〈0 30 0,08 濁灰 褐色 :

461 0.42〉〈0.25 0,09 rFJ貢灰 褐 (

不 登 026× 024 0 08 濁買灰 褐 色
P463 円 0 32)く 0 30 0 27 濁灰褐色土 ∪

一P,464 精 円 形 0_27× 0_19 0 10 濁責灰褐色土

P465 橋 円 形 029× 025 0 10 濁首灰4B色土
466 不 整 形 (032)× (020)

不 整 形 0.30× 027 0 17 濁責 灰褐 色 上
468 糖 円 形 0 30× 0 22 濁音灰褐 色土

J方形 033× 032 0 09 濁音灰 褐 色土
隅 .方形 0 39XO,37 濁歯灰 褐 色土

楕 円 形 055× 024 0 14 濁音灰楊 色土
楕 円 形 044× 0_25 0 07 濁責灰褐色土
精 円 形 0.26× 0.18 0 19 暗灰褐色混礫上
一清 円 形 0 33X0 28 0 13 濁音灰楊 i十
示 著 形 066× 048 0 21 濁昔灰楊 色 土 炭混 じる
不 啓 形 084× 037 0 09 濁音 灰褐 ■ 十

477 円 形 0 20× 0_19 0 04 濁責灰褐色上

P 478 楕 円 形 034× 029 0 12 濁黄灰褐色土
P,479 0_52× 0.38 0 07 灰判Bi十

040× 0.35 0 04 灰褐 i土
030× 022 0 03 渇吉 灰楊 角 土
047× 0.31 0 12 濁音灰褐 色 土

示 啓 形 (0.53)× 062 0_32 暗灰楊 i湿 礫 土
_484 不 搭 形 0 39〉く0 25 0 09 濁 蓄灰 4B色土

楕 円 形 048× 036 0 06 濁音灰褐 色土
不 啓 形 0.88× 0.50 01 濁音灰 楊 色 土

権 円 形 053× 045 0 16 濁歯灰褐 色 土 O

楕 円 形 0 54X0 43 0 08 濁責灰 褐 色土

格 円 形 017× 0.13 0 10 濁責灰褐 色 土

P 490 楕 円 形 019× 01S 0 10 濁責灰褐 色土
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遺構番号 形 状 規 模 (m) 深さ(m) 土 色 土 質
出  土 物

備 考
上m 百声 黒

“

瓦幕

P.49ユ 小 率 0 32)(0 30 濁 貢 褐 色土

P.492 楕 円 形 0.45× 038 0.06 濁責 反楊 仁
P493 円 形 0.20× 020 0 05
P494 小 整 形 0.32× 023 0.07 濁 :

P495 J形 0.25× 02ユ 濁 → 褐色 土

P.496 020× 019 0 08 褐色 土

P_49 025× 021 褐色 土
P_49 039× (025 0 07 暗 炊 場色 疵礫 土
P49 不 整 023× 022 0 09 暗灰褐色混礫土

不 063× 051 尚貢灰褐 色 土

0 22〉く0 20 0 05 濁 賢灰褐 色」
502 不 整 】 0 39X0 86 0 09 濁 貢灰褐 色」 ①

503 隅 丸方 形 0_34× 0^80 0.18 濁責灰褐色上
不 整 テ 0.88)(0_23 濁灰褐色 土

50S 不 0.39〉く0.3 商貢灰褐 色土
P506 形 0 68× 0 57
P 507 038× 020 0 08 濁

P 508 041× 034 0 12 濁昔 ,
P.509 (0.37)× (012) 0 08 濁奮灰褐 i
P510 037× 031 0 09 濁灰褐色土
P511 不 0.29)〈 0,25 0,06 濁責灰褐色土

0.37XO.29 0,09 濁黄灰褐色土
P.513 不 啓 形 0 52)〈 0.35 0 13 濁責灰褐色土
P,514 円 0.19〉く0 16 0.02 濁責灰褐色土
P.515 円 0.23× 020 0 24 暗灰褐色混礫土
P.516 円 0.41× 0,26 0.09 濁責灰褐色土
P517 不 啓 0.64× 0.51 0 18 濁責灰褐色土 CD
P.518 精 円 0.24× 020 0 09 濁責灰褐色土
P.519 不 0.43× 0.37 0 14 濁灰褐 任粘 暫 0
P.520 形 0.79× 0.56 0 18 暗灰褐 任湿礫 サヌカイ
P521 形 0.48× 041 0 09 濁 黄灰褐色土
P 522 形 0.37× 0.33 0.08 濁黄灰褐色土
P523 形 0.42× 0.39 0.18 濁 策 R褐色土
P.524 整 形 0.36)〈 0 32 0 08 濁責 〔褐色土
P_525 整 形 0.27〉く0 24 0 07 淘貢灰 褐色土
P_526 形 0.27)〈 0 25 0 12 商 貢 褐 色土
527 不 整 形 0.24× 020 0 21 湾貢狭褐色 土

0.36〉〈0_30 0_19 商貢灰褐色 土
0 38〉く0_28 0.13 濁 |穀灰褐色土

530 示 整 形 0.34× 0.32 0.13 〔褐色混礫
形 0,40X0 42 0 29 〔褐色粘管土

532 0.39 XO.37 0 22 濁責灰褐色土
533 円 0.22× 0.18 0.19 濁責灰褐色土

円 干 043× 0.32 0,14 濁責灰褐色土
不 啓 0_64× 035 0.18 濁責灰褐色土

536 形 0_26× 0_26 0.10 濁 l土

537 不 形 0_40× 0^88 017 て褐色土
不 Ξ形 0.33)(0 0_08 満貢仄褐 色土
不 形 0 39〉く0_38 0^2二 〔褐色弱粘質土

540 形 0 29〉く0_18 0 12 商灰 褐色土
P541 栢 0.27XO.17 詢貢灰 褐色土
P 542 不 形 0.34× 0_28 0 1S 潤貢 灰褐 色土
P.543 0.34)(0 32 洵貢灰褐 色土
P^544 不 整 0.42× 031 0 10 海貢灰褐 色 土

0 29〉く0.26 0_09 商貢灰椅 色 土
不 整 0_45〉く0^88 014 」:士ュ
不 J 0_55)く 0_88 0 09 色土

P.548 不 0.86)く 0_4 0_09 洵貢灰褐色 土
梧 0.59〉く0 80 0_09 商 仄褐色土

不 コ 0.78〉く0_23 0_09 海 鷺灰褐色土

0_30〉く0_29 湾貢灰褐色 土

552 楕 形 0_17× 0、 15 0.08 濁 質土
553 F 干 0_39× 0_18 0.15 濁 i章灰褐色土
554 不 整 0_40× 020 0.14 濁 i鷺灰褐色土
555 獅 円 0.30× 0.22 0.11 褐色混礫上
P.556 不 0.28× 027 0.09 〔褐色混礫土
P.557 不 0.25× 0.23 0.08 濁黄灰褐色土
P.558 0.35× 0,28 0.06 濁責灰褐色土
P.559 禰 形 0.49)(0.35 0.20 暗灰褐色混礫土
P_860 不 整 形 0 49〉く0.38 0.07 濁黄灰褐色土
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遺構番号 形 状 模 (m)規 深さ(m) 上色 ・ 土  質
土  遺

備 考
麻生 土lI 百南 肇fL 瓦奉

P561 0 77〉く0 72 濁昔 灰 場i十
562 楕 円 形 021× 0.17 暗反楊 監澱 土

不 整 形 0 23)(0 19 0 08 暗灰楊 監混礫 土
IR苛 三角 0 42〉〈0 27 0 06 濁責 灰褐 色弱 粘 質 土

P565 楕 円 形 0.28× 024 0 13 濁責灰 褐 色土
P566 隅 丸方 形 0.29× 026 0 17 濁責灰 褐 色 土

楕 円 形 0 58× 0 31 0 07 濁責灰褐 色 局粘 質土

P.568 089× 033 0,10 濁責灰 掲 4 」
P.569 楯 円 0_79〉く0 45 018 濁責灰 聞色
P 570 0 55)く 0.40 0 15 濁貨灰 lB色土

馬71 0.29× 0 23 0.14 暗灰褐色混礫土

572 0.28)(0 26 0.12 ・YB貢灰褐色弱粘質

P 573 不 整 形 0 23)く 0 22 0 11 濁責 灰褐 色 E

P.574 不 整 形 0_68× 0_48 0 15 濁責 灰褐 色 H質
=

P 575 桶 円 形 0_19× 015 0 10 濁責灰 褐 ′

`質

土

P 576 不 整 形 075× 027 0 08 濁 豚 褐 色 土

P.577 楕 円 形 037× 0^38 0ヽ05 濁責 灰褐 色弱 粘 質土

P.578 円 形 O R2× 034 0 05 濁 責灰褐 色土
P579 楕 円 形 0 4R× 0 24 0 08 濁責灰 褐 色 |弱粘 質土

円 形 035× 0.38 0 07 濁責灰褐色土
不 形 0,42× 0,32 0_09 二土

不 荏 形 036× (0,10) 0 18 濁責灰褐 ョ土
583 不 整 形 0.58× 0 30 0 15 濁責灰 褐 弱粘 質土

不 荏 形 031× 029 0 10 濁昔 灰楊 色 弱粘 質土
不 整 形 046× 044 0 14 濁 音灰褐 色土
不 落 形 0,61× (022) 0 09 濁昔 灰褐 ■ 土

不 整 形 0 59〉(0 40 0.06 濁責灰褐色土

楕 円 形 055× 050 0.10 商貢 灰褐 色 :

不 0_64× 0.33 014 濁買灰褐 色 :

不 詈 0_60× 0.37 0.14 濁責灰褐色土

P591 不 0 42× 0 86 0,04 濁責 灰褐 色 土

もυZ 0_46× 0 41 0 08 濁責灰褐色土

0_50〉く0.35 0 08 濁責灰褐色土

不 整 形 0 55〉く0.49 0.41 濁責仄褐色弱粘質上

馬9氏 0 38× 0 32 0.17 濁責灰褐色土

0 48× 0 37 0.08 濁言こ夙褐 色土

0.23)く 0.21 0.04 濁黄豚褐色土

不 啓 形 041× 0.16 0.12 褐 債 十

楕 円 形 031× 0.26 0 1岳 !存嘔許色 土

不 整 形 0.51× 044 0_15 濁音灰 褐 色土
P.601 楕 円 形 0.30× 0.25 濁青灰!褐色土

楕 円 形 019× 0.16 0 褐 色 土

602 円 形 032× 0.30 0 濁音 ♭褐 色 土

不 蓄 形 0.45× 042 0 15 褐 ■ 土

不 整 形 0.57× (053) 0.08 .ヨヨ弟占是写t
605 精 円 形 032× 018 0.09 土

606 糖 形 0.28× 0.21 0.05 十

円 形 0.18× 0.17 0 04 濁黄灰褐色土

035× 028 0 14 色土

609 0 75× 0 37 0 21 濁 鷺うRTl

橋 円 0 21× 0_18 0.09 濁 子ラ〔甜 色土

P.6ユ 円 0_26× 0_27 0 13 濁 色土

H 0 36〉く0 35 0.11 子フ:裾 色 土

不 啓 0 21)く 0 18 0.09 濁責炉:裡 色 土

P.614 栢 円 0_30〉く0_22 0 12 濁責灰裡色土

P.615 円 013× 013 0 07 濁責 , 裡 色 土
P.616 不 整 形 0,42× 036 0、 13 濁音灰 褐 色 土

P617 橋 刊 形 0.32× 0.28 濁奮 灰褐 色 土

P 糖 刊 形 0.29× 022 t土

P 箱 判 形 0.26× 025 ■

P 620 糖 ■l形 0.27× 0.24 0.10 十

P^621 阻 苛 =色 0.39× 0.25 0,06 濁黄仄掲色土

P_622 円 形 0 14× 0.15 0 06 濁黄灰褐色土

P^623 038× 024 0 06 濁黄灰褐色土
不 整 形 0.50× 0.34 0,07 濁責灰褐色土

P 625 不 整 形 0.22× 0.18 0 12 濁灰褐 i土
P.626 不 整 形 021× 016 0 10 1登昔灰褐 色土

P,627 楕 円 形 022× 018 0_12 濁責灰 褐 色土
P,628 精 円 形 0^23〉く0_1 0 06 渇 灰 褐 色 土

P.629 021×01 0 06 濁 灰 褐 色 土
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遺静番号 形 状 規 模 (m) ヤ宋さ(m) 土 色 土 質
出

ヨ
備 考

赤4 層療 瓦誘
630 桁 円 形 014× 0 0 13 洵 貢灰掲 色土

隅九 三角 0 40〉く0 30 0 15 f匈貢灰掲色土
不 整 形 022× 020 014 i蜀貢 灰掲 色上

隅九方形 035× 03a 0 22 濁貢 灰褐 色土
禾 啓 形 0 22〉(0 20 0 03 商貢灰 褐色土

楕 円 形 030X02ハ 0.37 濁責灰¶ J二11

円 形 027× 028 0 17 濁責灰¶ 二■
P637 円 形 027X027 0 17 濁責灰瑠
P638 円   形 013× 013 0 02 濁貢灰捷 色 !

P639 IR苛
―片彰 030× 015 3 濁責仄橋色土

P640 不 率 027× 021 7 濁 責灰 褥色 土

P,641 格 円 024× 0.23 0 7 濁責灰褐色土
P642 不 啓 036× 033 1 濁灰褐色土
P,643 0.44× 035 1蜀 こ灰循色土
P644 精 円 0.35× 028 0.09 1蜀 i灰裾色土
P645 丸 万 杉 042× 0,37 0 11 1蜀 i灰裡色土

円 形 0.28× 0.22 0.15 濁音ラ
P 647 形 0.17X0 15 0 07 濁首灰褐 角
P 648 0.68× 0,40 0 32 濁責灰楊 i
P649 形 019× 0.18 0 07 濁責灰褐色土
P650 0 16× 0 15 0 06 濁責灰褐色土
P651 0.16× 0 15 0 04 濁責灰裡 色 土
P652 筆 円 021× 015 0.05 i蜀責灰裾色上
P 653 0 50〉く0 44 0.05 1蜀責灰裾色 土
P654 不 0.68× 0.51 0.07 濁責灰褐 色土
P655 楕 円 0_al× 025 0 05 rIJ責灰褐 ョ土

P656 円 形 0 24× 0 24 0 04 濁責灰 生土

657 不 率 杉 049× (045) 0 08 湾貢灰 色土
栢 形 034× 022 0.16 rrl貢灰褐 色土

不 整 形 086× (024) 0.06 湾貢灰褐 色土
659 糖 形 016× 0]4 0 05 濁貢灰褐 色土
.660 楕 円 形 0_24らく0 24 0 06 洵 髯仄褐色土

楕 円 形 0_85)(0 29 商貢 灰褐色土

不 整 形 0_35× 0 30 0 05 商貢 灰褐 色土
隅丸方形 0^86× 035 0,07 濁貢灰褐 色土

P,664 054X035 0.05 濁責仄褐 圭」し
P665 035× 0.30 0 07 濁 二

'天

瑠 ユJヒ
P666 箱 円 形 021× 018 0.05 i蜀ラ葺灰褐色土
667 0 24XO.25 0.19 濁責灰褐色土
P668 0.55)(0.48 0 27 暗灰 褐色混礫 土
P669 0.81× 0_45 0 14 濁う葺仄褐色土
P670 0.33× 017 0 12 濁責灰褐色土

0.66× 045 0 22 濁責灰褐色土
円 形 017× 017 0.27 濁責灰褐色上
桶 円 形 0.46X0 24 0 05 1蜀音 土

674 0.94X0 65 0.22 濁灰楊負
(1.10)× 036 0_05 渦 音

不 整 形 0 18X0 17 0.06 濁 責
帰九方 形 031× 0.31 0 12 ・rAモ
円 形 028× 0,28 0 07 濁

024× 0.18 0 06 渇 着

680 円 形 019× 0.19 0 07
不 整 形 0 33)〈 0.13 0_04

0 26X0 24 0.11 濁昔灰
0,24× 0.19 0 07 濁昔灰捷

整 形 0,22X0 21 0.19 濁首灰
整 形 0.45× 0.38 0.16 濁黄仄褐色土
ミ整 形 036× 0.35 濁責灰褐色土

687 形 036× 0.34 0 19 濁黄灰褐色土
072× 0.38 0 14 渇責灰 3色土

P.689 0 18× 0.14 0 05 濁責灰褐色土
P.690 糖 030× 0.17 0.08 濁責灰褐色土
P.691 0.51× 030 0.11 濁灰褐色粘 宵土
P 692 0.37× (016) 0,09 i蜀責灰褐 色土

P 698 形 038× 032 0 04 ヱ蜀 仄褐色土

表 3 ビットー覧表
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Ⅳ 出土遺物

今回の調査では、土師器・須恵器・黒色土器・瓦器・磁器・製塩土器・円筒埴輪・石器・サ

ヌカイト等が出土している。その中でも溝 1・ 2からは円筒埴輪が多量に出上している。各遺

構からの遺物の出土状況は表 1～ 3の とおりである。

以下、遺構出土遺物、包含層出土遺物の順に観察を加え、項を改めて溝 1・ 2出上の円

筒埴輪について観察する。なお、図化した遺物については表 4・ 5に まとめた。

1.遺橋出土遺物

清 1(挿図6'7-1～ 23 図版10,11)

土師器・須恵器・韓式系土器・円筒埴輪が出上している。

土師器は皿・高杯 。鍋・甕 。上金 。置き電・壷・土錘等がある。皿には、口縁端部が九くお

さまるタイプ (1)と 内側に巻き込んで九く肥厚するタイプがある。両タイプも内面に斜放射

状暗文が認められる。高杯は、ミニチュア (7)と面取りのない脚柱部を杯部に挿入した後粘

土紐を貼り付けナデ上げているタイプがある。後者には杯部内面に斜放射状暗文と螺旋状暗文

を施すものがある。鍋は体部外面をタテ方向のハケメ調整するタイプとヘラケズリ調整するタ

イプ (2)がある。養には大型 (3～ 6)と 小型 (10)がある。大型は口径22.3cm～ 26.5cm

を測る。口縁部が大きく開き、端部は内側に巻き込んで肥厚するタイプ (3・ 4)と 大きく開

く口縁部に端部が外傾する面もつタイプ (5。 6)力Sある。小型の (10)は半球状の体部を持

ち口縁部を欠失している。土釜は生駒西麓産の胎土をもつ口縁部や鍔部片がある。置き竃は、

庇片や体部片がある。体部内面は2次焼成を受け変色しているものや煤の付着するものがある。

壷は 1点 (9)あ る。土錘は管状の (8)が 1点ある。

須恵器は蓋杯・高杯・蓋・壺・鉢・横瓶・甕等がある。杯蓋は古いタイプと新しいタイプが

ある。古いタイプには稜が明瞭に残る (12)がある。新しいタイプには口縁部内面にかえりを

もつ (13)と 天丼部に宝珠つまみをもち口縁部が短く下方に屈曲するものがある。杯身は高台

を有する (14)がある。高杯は脚部 (16)がある志透かしは認められない。蓋 (15)は 短頸壺

の蓋がある。壺は、短頸壷と長頸壷がある。短頸壷は口径が10cm以下の小型のと20cm以上あ

る大型 (20)がある。長顕壷は口縁部が欠失している (18)と 底部が残存する (19)がある。(18)

は細長い顕部から大きく開く体部をもつ。鉢は鉄鉢と呼ばれるタイプと体部から口縁部にかけ

て外上方にのびるタイプ (17)がある。横瓶は (21)が 1点ある。俵状の体部に口径24.45cm

を測る太短い口縁部が付く。体部中央に円盤状の粘上の蓋が観察できる。奏は口縁部が短く外

反し、口縁端部が九くおさまるタイプ (22)と 内側につまみ上げるタイプ (23)がある。
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韓式系土器は養 (■)が 1点ある。体部外面平行叩き (3本/cm)が施され、内面は当て

具の痕がナデ消されている。

清2(挿図8-24～42 図版10・ 11)

土師器 。須恵器 。円筒埴輪・製塩土器・サヌカイトが出土している。

土師器は皿・杯・蓋・高杯・置き電・上金・養等が出上している。皿は皿Aと 高台の付く皿

Bがある。皿Aは口縁部が内彎して立ち上がり端部に内傾する面をもつタイプ (26)と 端部が

内側に巻き込んで九く肥厚するタイプ (27)がある。後者は口縁部内面に斜放射状暗文や 2段

斜放射状暗文が見込み部分に螺旋状暗文が施されている。また、底部外面をヘラケスリ調整す

るものとナデ調整するものがある。皿Bは平らな底部から外反して口縁部に至り端部は内側に

肥厚し九くおさる。底部には断面台形の高台が貼り付けられている。杯は杯Aがある。杯Aは

皿Aと 同様に口縁端部が内傾する面をもつタイプ。内側に肥厚して丸くおさまるタイプの他、

端部が丸くおさまるタイプ。つまみ出すようにおさまるタイプ ,端部内面に沈線が巡るタイプ

(28)がある。蓋はつまみ部分がある。つまみは擬宝珠状のもの (24)と偏平なボタン状のも

の (25)がある。高杯は脚部をへらによる面取りを行うものと面取りをしない (29)がある。

また、杯部片には内面に2段斜放射状暗文の施されているものがある。置き竃は焚き口部分と

思われる (30)がある。(30)1ま生駒西麓産の胎土である。土釜は生駒西麓産の胎土をもつ口

縁部や鍔部片がある。鍔には煤が付着するものがある。養は大型のもので、口縁部が大きく開

き端部が内側に巻き込んで肥厚するタイプ (31～ 33)と 口縁部が大きく開き端部内面がわずが

にくばみ外傾する面をもつタイプ (34)がある。

須恵器は蓋杯・送・鉢・壷・養等がある。杯蓋は天丼部が回転ヘラ切り未調整 (35)・ 口縁

部内面にかえりが付く (38)・ 口縁部内面のかえりが無くなり平らな天丼部から緩やかに下り

口縁部が垂下するもの等がある。杯身は立ち上がりがあるもの (36・ 37)。 底が平らで口縁部

が直立気味に立ち上がる (39。 40)・ 底部に高台が付くもの等がある。魃は比較的小さな球形

の体部にラッパ状に開く顕部をもつタイプのものが 1点ある。鉢は鉄鉢と呼ばれるタイプとす

り鉢タイプとがある。壷は、短頸壷・長顕壷・広口壷がある。短頸重は大型のものがある。長

頸壺は大きく開く口縁部が 1点ある。広口壺は (4)が 1点ある。養は口頸部外面に文様帯の

あるタイプとないタイァがあ
る。文様帯のないタイプには口縁部が短く外反し、端部が九くお

さまるタイプ (42)と 内側につまみ上げるタイプがある。

製塩土器は口縁部片が 2点ある。どちらも口縁が外反し端部が九くおさまる。紀淡海峡周辺
註 5

に分布するタイプである。
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サヌカイトは剖片が 4点ある。

落ち込み 1(挿図 9-43～ 50 図版12)

土師器・瓦器がある。

上師器は皿 。杯がある。皿 (43～ 45・ 49)は口径約 9cmを 測る小皿である。 (43～46)は底

部を回転糸切りしている回転台土師器である。口縁端部が九くおさまる (45。 46)と内傾する

面をもつ (43・ 44)がある。いずれも見込み部分を「の」の字状にナデた後口縁部をヨコナデ

調整している。杯 (47・ 48)は 口径約15cmを 測る。底部を回転糸切り、見込み部分を「の」

の字状にナデた後口縁部をヨコナデ調整している回転台土師器である。

瓦器は椀 (50)が 1点ある。口縁部内外面ヨコナデの後空自の目立つ粗いヘラミガキ、体部

内外面不規則な方向のヘラミガキが施されている。

上猿 2(挿図9-51～72 図版13)

上師器・須恵器・黒色土器 。瓦器 。自磁・サヌカイト・鉄釘がある。

土師器は皿・杯・鉢・土釜 。養等がある。皿は口径10cm前後の小皿と皿Aがある。小皿は

口縁部が大きく開き内面に 1条沈線の巡るタイプ (51～ 53)・ 外反するタイプ (54～ 58)・ 内彎

気味に立ち上がるタイプ (59)がある。杯は九みをもつ底部から内彎気味に立ち上がり回縁部

に至り、端部が内傾する面をもつタイプ (60)。 九くおさまるタイプがある。鉢は 1点ある。

内彎する口縁部、端部は内側に肥厚し上端に平面を成す。土釜は生駒西麓産の胎土をもつ鍔部

片がある。奏は外反する口縁部片があるb

須恵器は蓋杯・鉢がある。杯蓋は口縁部が欠失し、天丼部に擬宝珠つまみが付くタイプが 1

点ある。鉢は鉄鉢タイプ (62)が 1点ある。

黒色土器は椀の口縁部片等がある。いずれもA類である。椀の口縁部片は磨滅が著しく調整

は不明であるが内面に沈線が 1条巡る。

瓦器は小皿・椀がある。小皿は口径8.0～ 9.25cmを 測る。日縁部が内彎して立ち上がる (64。

66)直線的にのびる (65)がある。口縁部内面横方向の密なヘラミガキが施され、見込みは斜

格子状のヘラミガキが施される (65)と見込みに不規則なヘラミガキが施される (66)がある。

椀は口径14.25～ 15.45cm、 器高4.65～ 5。 7cm、 器高指数30。 1～ 37.1を測る。口縁部が内彎して
′

立ち上がるタイプ (68～ 70。 72)と直線的に立ち上がるタイプ (67・ 71)がある。端部は九く

おさまるが、内傾する面を持つものも少量であるが認められる。調整は外面空自の目立つ不規

則なヘラミガキが内面密で不規則なヘラミガキが施される (68)と 外面にヘラミガキが施され

ず内面空自の日立つ不規則な方向のヘラミガキが施される (67,69～ 72)がある。見込み部分
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のヘラミガキは平行線状のものと斜格子状のものがある。

白磁は椀 (63)が 1点ある。口径15。 2cmを 測り、口縁部は玉縁状を呈する。

サヌカイトは剖片が 1点ある。

建物 2(挿図10-73・ 74・ 78)

土師器・須恵器・製塩土器・サヌカイトがある。

土師器は皿・杯・鉢・土釜・奏がある。皿・杯は口縁部片があり、内面に正放射状暗文や斜

放射状暗文が施されるものがある。鉢は鉄鉢状のもの (73)が 1点ある。上釜は生駒西麓産の

胎上の鍔部片がある。養は大小の口縁部片がある。小型には (74)がある。

須恵器は蓋杯・鉢がある。杯蓋は口縁部内側にかえりをもつ (78)がある。杯身は立ち上が

りがあるタイプと高台をもつタイプがある。鉢はすり鉢がある。

製塩土器は口縁部片がある。紀淡海峡周辺に分布するタイプである。

サヌカイトは制片が 1点ある。

建物 4(挿図10-75。 79)

土師器・須恵器・黒色土器がある。

土師器は皿・杯・土釜。奏等の口縁部片がある。上釜は生駒西麓産の胎上の口縁部片がある。

須恵器は蓋杯がある。杯蓋には口縁部内側にかえりをもつ (75・ 79)がある。

黒色土器はA類の細片がある。

ビット3(挿図10-85～ 87)

土師器・黒色土器 。瓦器がある。

上師器は杯 (85・ 86)がある。杯は口径約15cmを測り、九みをもつ底部から外上方に開く

ものである。口縁部内面に沈線が 1条巡る。高台力翠占り付けられた可能性がある。

黒色土器はA類の椀 (87)がある。日径14.lcmを 測る。口縁部内面に沈線が 1条巡る。

瓦器は細片がある。

ビット20(挿図10-89)

黒色土器のA類の椀 (89)が 1点ある。日縁部内面に沈線が 1条巡る。

ビット162(挿図10-76)

土師器・須恵器がある。
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土師器は細片で器種の判るものはない。

須恵器は口縁部内側にかえりのある杯蓋 (76)が 1点ある。

ピット119(挿図10-81)

土師器の奏 (81)が 1点ある。

ビット229(挿図10-80)

土師器・須恵器がある。

土師器は蓋がある。

須恵器は口縁部が垂直に屈曲する杯蓋 (80)が 1点ある。

ビット349(挿図10-77)

土師器・須恵器がある。

土師器には小皿・皿 。奏の口縁部片がある。

須恵器は蓋杯がある。回縁部内側にかえりのある杯蓋 (77)がある。

ピット355 (挿図10-84)

土師器・須恵器がある。
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土師器には杯がある。杯 (84)は内彎して立ち上がり、口縁部付近で外反し端部は九くおさ

まるタイプである。

須恵器は細片がある。

ピット411(挿図10-90)

土師器 1黒色土器がある。

上師器は細片がある。

黒色土器はA類の椀 (90)がある。内彎して立ち上がり、口縁部はわずかに外反する。口縁

部内面に沈線が 1条巡る。

ビット447(挿図10-88)

上師器の小皿 (88)がある。九みをもつ底部から外上方にのび口縁部に至る。口縁端部は九

くおさまる。

ビット497(挿図10-82・ 83 図版13)

土師器・黒色土器がある。

上師器は杯 (82・ 83)がある。口径約15cmを 測り、平らな底部から内彎しながら立ち上が

り口縁部で大きく外反する。

黒色土器はB類の高台がある。

2.包含層出土遺物

第 8層 (挿図11-91～ 105 図版14)

土師器・須恵器・黒色土器・瓦器 。白磁 。製塩土器 。埴輪・サヌカイトがある。

上師器は奈良時代の皿・蓋・杯・高杯・甑・鍋・土釜・奏や中世の小皿・羽金等がある。皿

は皿A(99)がある。平らな底部から外反して立ち上がり、口縁部内面に沈線が 1条巡る。蓋

は平らな天丼部からゆるやかに下外方に下り、口縁部は水平にのび九くおさまる (97)力 Sある。

杯はやや丸みをもつ底部から内彎して立ち上がり口縁部に至り、端部が尖り気味におさまる

(98)。 底部に高台の付くタイプがある。高杯は裾部片や柱部片と思われるものがあるが、細

片である。甑は口縁部が直立するタイプがある。鍋は片口片がある。土釜は生駒西麓産の胎土

で口縁部が大きく外反し、端部が九くおさまるタイプと内側にわずかに肥厚するタイプ (101)

がある。奏は小型 (95。 96・ 100)と 大型がある。小皿は平らな底部から外上方にのび口縁端

部内面に沈線が 1条巡る (91・ 92)、 内彎気味に立ち上がり端部が九くおさまる (93)、 外反し
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て立ち上がり口縁端部が丸くおさまるもの (94)がある。

須恵器は蓋杯・壺・甕等がある。蓋杯は古墳時代から奈良時代のものがある。杯蓋には天丼

部と口縁部の境に稜が明瞭に残るタイプ・天丼部に擬宝珠つまみをもち天丼部が水平にのび口

縁部が短く屈曲するタイプがある。杯身には立ち上がりがあるタイプ・蓋が逆転した形状のも

の (102・ 103),高台が付くタイプ(104)がある。壷は小型短頸壺がある。奏は大小の口縁部片
・

体部片がある。大型のものには頸部外面に波状文の施されるものがある。

黒色土器はA・ B類がある。B類には口縁端部が九くおさまるものと内面に沈線が 1条巡る

ものがある。

瓦器は椀 。小皿がある。椀は口縁部内外面に密なヘラミガキが施されるもの、体部外面に
ヘ

ラケズリの後ヘラミガキがほどこされるものや見込み部分に平行あるいは斜格子状の
ヘラミガ

キが施されているものがある。(105)は 器高指数3.7を測り、内彎気味に立ち上がり口縁部で

わずかに外反し端部は九くおさまる。底部には断面台形の高台が貼り付けられて
いる。小皿は

口縁部外面がヨコナデ、他は密なヘラミガキが施されているものがある。

白磁は皿の口縁部片がある。

製塩土器は口縁部片がある。紀淡海峡周辺に分布するタイプである。

サヌカイトは孝J片力Sある。

第 5～ 7層 (挿図11-106～ 117 図版14)

土師器・須恵器・黒色土器・瓦器・瓦質土器・白磁・製塩土器・無釉焼締陶器
・円筒埴輪 。

瓦・サヌカイトがある。

上師器は奈良時代の皿・杯 。蓋・鉢・鍋・上金・置き竃・奏や中世の小皿
・皿・椀・羽釜等

がある。奈良時代の皿は口縁部内面に斜放射状暗文が施されている。杯は内彎気味に立ち上が

り口縁端部が九 くおさまるタイプと内傾する面をもつタイプがある。蓋は
つまみ部分がある。

つまみは偏平なボタン状のものがある。鉢は内彎気味に立ち上がる国縁部に端部は上面に平面

をもつタイプがある。鍋は (■2)が 1点ある。上釜は生駒西麓産の胎上で口縁部が大きく外

反し、端部が丸 くおさまるタイプ内側に肥厚するタイプがある。鍔はほぼ水平に
のびる。置き

竃は生駒西麓産の胎上の (■3)が 1点ある。裁頭砲弾形をする竃の口縁部と思われる。養は

小型と大型の口縁部片がある。小型には (114)がある。中世の小皿は、内彎して口縁部に至

る (106)。 「て」の字口縁タイプ (107)・ 底部が回転糸切 りされる回転台土師器
と呼ばれる

(108)・ 高台の付 く (109)がある。皿は平らな底部から内彎気味に立ち上がり口縁部に至
る

タイプ (110)と やや凹凸のある底部から外上方にのびるタイプ (111)がある。椀は口縁部
が

九くおさまるものや内側に 1条沈線が巡るものがある。羽釜は河内Bや和泉Cがある。
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須恵器は蓋杯・高杯・鉢 。壷がある。蓋杯は古墳時代から奈良時代のものがある。杯蓋は口

縁部内面にかえりをもつタイプ 。天丼部に擬宝珠つまみをもち天丼部が水平に伸び口縁部が短

く垂下するタイプがあるど杯身は高台が付 くタイプがある。鉢は鉄鉢と思われる口縁部片があ

る。重は長頸壷の口縁部片がある。

黒色土器はA・ B類両方のタイプがある。B類は口縁部内面に 1条沈線の巡るものがある。

瓦器は小皿・椀がある。小皿は内彎して立ち上がり口縁端部は 1条沈線が巡るものがある。

椀は見込みの部分に密な平行線状暗文や斜格子状暗文が施される。体部外面ヘラケズリの後ヘ

ラミガキが施されているものがある。

瓦質土器は外面に平行叩き (2本/cm)調整の施された養の体部片がある。

無釉焼締陶器は壺の体部片と思われる (116)が 1点ある。

白磁は皿・鉢がある。皿は薄手の口縁部片である。鉢は玉縁状口縁のものや高台部分 (117)

がある。

製塩土器はいずれも紀淡海峡周辺に分布するタイプである。筒状を呈する (115)タ イプの他、

白色物質の付着する破片などがある。

瓦は土師質の九瓦片がある。

サヌカイトは景J片がある。

第 3・ 4層 (挿図■-118～ 123図版14)

土師器・須恵器・黒色土器・瓦器 。土師質土器・白磁・瓦・サヌカイト・円筒埴輪などがあ

る。

上師器は奈良時代の皿・杯・甑・土釜・甕や中世の小皿・羽金等がある。奈良時代の皿には

口縁部が直線的に延びるもの外反するのもがある。内面には斜放射状暗文の施されるものがあ

る。杯は口縁部がわずがに外反し口縁端部が内側に巻き込むタイプ (121)や内面に 2段斜放

射状暗文の施されるものもある。甑は底部片が 1点ある。土釜は生駒西麓産の胎土をもつもの

で口縁部が大きく外反し、端部が九くおさまるタイプと内側にわずかに肥厚するタイプがある。

養は大型・小型 (122)の口縁部片がある。中世の小皿は平らな底部から外反して立ち上がり

口縁部内面に 1条の沈線が巡る (■ 8)。 九みをもつ底部から内彎気味に立ち上がり、日縁端部

が尖り気味におさまる (■ 9。 120)がある。羽釜は鍔部片のため形態の判るものはない。

須恵器は蓋杯・壷 。養等がある。蓋杯は古墳時代から奈良時代のものがある。杯蓋は天丼部

と口縁部の境に稜が明瞭に残るタイプ。口縁部内面にかえりをもつタイプ 。天丼部に擬宝珠つ

まみをもち天丼部が水平に伸び口縁部が短く垂下するタイプがある。杯身は立ち上がりがある

タイプ・高台の付 くタイプがある。壷は (123)がある。口縁部は欠失 している。体部は緩や
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かに下外方に下り上半 1/3の ところで屈曲する。底部は上げ底である。奏は口縁部片がある。

黒色土器はA・ B類の口縁部片がある。どちらのタイプも口縁部内面に沈線が 1条巡るタイ

プである。B類は体部外面ヘラケズリ調整が施されている。

瓦器は椀がある。見込み部分に斜格子状暗文が施されているものがある。

土師質土器には平行叩き (2本/cm)が施される養の体部片がある。

白磁は細片がある。

製塩土器は紀淡海峡周辺に分布するタイプである。

瓦は桟瓦片がある。

サヌカイトは剖片がある。

第 1・ 2層 (挿図11-124)

磁器は伊万里焼の染め付け碗 (124)が 1点ある。口縁部内面には、呉須で四方欅文が施さ

れる。見込みには、 2重の圏線と中央部分にかなり崩れたコンニャク印判の五弁花が施されて

セヽる。

3.清 1・ 2出土埴輪

今回の調査で出土した埴輪はコンテナに約20箱ある。その殆どが溝 1。 2の埋土から出上し

たものである。滞の埋土からの出土ということで全てが破片であった。埴輸には円筒埴輪と朝

顔形埴輪がある。朝顔形埴輪は口縁部片と思われるものが溝 1から6点、溝 2か ら2点出上し

ているに過ぎない。ここでは円筒埴輪について観察することにする。溝 1か らは約110個体分、

溝 2からは約30個体分の円筒埴輪が出土している。全ての破片のうち黒斑が認められるものは

無かった。円筒埴輪を観察するに当たり、次の様な分類基準を設けた。

大きさ。・・小型  直径20cm前後のもの

中型  直径30cm前後のもの

大型  直径40cm前後のもの

焼成・・・・良好で硬質のもの (本文中では半須恵質と表現する)

良好で軟質のもの (本文中では土師質と表現する)

外面調整・・一次調季のみ  タテハケ調整

板状のものでナデ調整
註 6

二次調整 (Bd種ヨコハケ調整)が行われているもの

基底部調整の有無

以上の基準をもとに小型をA～ Cタ イプに中型をD～ Fタ イプに細分した。
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溝 1(挿図12・ 13-125～ 138。 図版15。 16)

溝 1か ら出土したもので大きさの判るのは54個体ある。その内訳は小型が48点 (88。 9%)、

中型が 4点 (7.4%)、 大型が 2点 (3.7%)で ある。

小型には半須恵質のものが18点個 (37.5%)、 土師質のものが30点 (62.5%)あ る。さらに

小型で半須恵質のものは外面調整が一次調整のタテハケ調整のみで、土師質のものは一次調整

がタテハケ調整のみ28点、板状のものでナデ調整が 1点、二次調整が行われているもの 1点あ

る。小型は一次調整のみのものが97.9%あ る。基底部調整tよこの小型に限つてみられる。基底

部を観察できるものが22点あり、そのうち基底部調整が行われているものは7点 (31.8%)ある。

小型には口縁部外面にヘラ記号が認められる。「/」 が 3点、「×」が 1点ある。

半須恵質で外面調整が一次調整タテハケ調整のみのもの (▲ タイプ :125。 126・ 130～ 132)

は、 (132)が唯一ほぼ原型に復元でき、 4段あつたものと思われる。基底部調整はいずれも認

められず自重によりやや変形している。外面調整は、基底部端まで至る (126)と 基底部端まで

至らない (125。 132)がある。基底部端面に藁状圧痕が残るもの (126・ 132)がある。口縁部

はわずかに外反し端部が外傾する面をもつ (130'132)と 上端に平坦面を成す (131)タ イプ

がある。国縁部から凸帯にかけてへら記号「/」 の認められるもの (131)が 1点ある。凸帯

は偏平なM字状を呈するが、一部所々で偏平な台形を呈するものがある。スカシは、 2個一組

の円形のスカシが互い違いに施されている。

土師質で外面調整が一次調整タテハケ調整のみの (Bタ イプ :127～ 129・ 133～ 135)は、基

底部調整のある (Baタ イプ :134・ 135)と ない (Bbタ イプ :127～ 129)がある。Bbタ イ

プはAタ イプと同様にいずれも自重により変形し、基底部端面に藁状圧痕が残るもの (128)

がある。外面調整は、基底部端まで至る(128)と基底部端まで至らない (127・ 129)がある。(129)

は基底部外面に成形時の布の圧痕が残る。凸帯は偏平な台形で一部三角形を呈するもの (127・

128)と偏平な台形を呈する (129)がある。Baタ ィプは板状工具による押圧を加える基底部

調整が施される。凸帯は偏平なM字を呈するタイプ (134)と偏平な台形を呈するタイプ (135)

がある。Bタ イプの口縁部は口縁端部付近で外反し、口縁端部は外傾する凹面を成すタイプ

(133)がある。口縁部外面にへら記号「×」の認められる (133)が 1点ある。スカシはAタ

イプと同様に2個一組の円形のスカシが互い違いに施されている。

上師質で外面調整が二次調整 (Bd種ヨコハケ調整)が行われているCタ イプは今回の調査

では (136)1点 のみである。基底部調整は認められない。調整は外面一次調整縦方向 (垂直

に近い左上→右下)のハケメの後、二次調整Bd種ヨコハケが施されている。外面の調整は基

底部端まで至っていない。凸帯は偏平な台形を呈する。スカシは円形のスカシが認められる。

中型には半須恵質のものが認められず、土師質で外面調整が一次調整タテハケ調整のみ (D
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タイプ)2点・板状のものでナデ調整 (Eタ イプ)1点、二次調整が行われている (Fタ イプ)

が1点ある。

Dタ イプは、基底部調整は認められない。(138)は 一部ヨコナデ調整されているが大半は未

調整で自重により歪みが著しい。凸帯は偏平な台形を呈する。口縁部は口縁端部付近で外反し、

外傾する面をもつ。スカシは3段目に2個一組の円形のスカシが相対する所に認められる。

Eタ イプは図化できる大きさのものはなかった。基底部調整は認められず、基底部端面には

藁状の圧痕が残る。凸帝は偏平な台形を呈する。

Fタ イプは (137)1点のみである。基底部調整は認められず、基底部端面に真状の圧痕が

残る。調整は基底部外面は一次調整のナデのみで、 2段日以上は二次調整Bd種ヨコハケ (6
～9本/cm)が施されている。凸帯は偏平な台形を呈する。

大型は体部片 2点ある。中型と同様に半須恵質のものは認められず、土師質のもののみであ

る。外面調整は二次調整 (Bd種ヨコハケ)が行われ、凸帯は偏平な台形を呈する。

溝 2(挿図14-139～ 144・ 図版17)

溝 2か ら出上したもので大きさの判るものは24個体ある。内訳は小型が15点 (62.5%)、 中

型が 9点 (37.5%)である。

小型は半須恵質のものが 4点 (26.7%)、 土師質のものが11点 (73.3%)ある。土師質のも

のはBタ イプのみでCタ イプは認められなかった。Aタ イプ (140)4点 とBタ イプ (縦方向

のハケメ調整 (139)10点、板状のものでナデ 1点)がある。

A・ B両タイプとも基底部調整は認められず自重によりやや変形している。(140)の 基底部

端内外面には布のような圧痕が残る。凸帯は偏平なM字状を呈するものと偏平な台形を呈する

ものがある。スカンは2段目と3段目に互い違いに2点一組の円形のスカシが相対する所に穿

たれている。

中型は半須恵質のものが認められず、Eタ イプ (142)が 2点 (22.2%)、 Fタ イプ (14・ 143

・144)が 7点 (77.8%)ある。E・ F両タイプとも基底部調整は認められなかった。

Eタ イプは、日縁部が直立し端部付近でわずかに外反し、端部は外傾する面をもつ。凸帯は

偏平な台形を呈する。スカシは円形のスカシが認められる。

Fタ イプは、日縁部が直立し、端部は上端に凹面をもつ (143)と 口縁端部付近で外反しわ

ずかに段を成し、端部イよ外傾する面をもつ (144)がある。口縁部外面にヘラ記号「X」 が 1点、

「 /」 が1点認められる。二次調整のBd種ヨコハケの調整工具の原体がはつきり残る (143)

とヨコハケエ具の静上痕のみが残る (14卜 144)がある。ヨコハケエ具の静上痕の傾斜角度は

100°～■5°である。凸帯は台形を呈するものと偏平なM字状を呈するものがある。スカシは
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2個一組の円形のスカシが相対する所に穿たれている。
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番号 器 種 遺構・層位 技 法 備   考

皿 溝 ] 唯
舗

内外 面 積4で

底部外面 :なで下に指頭圧療

内面 :斜放射状暗文 種色

赤橙色内面
精  良

土師器

鍋 渭単]
口径     315
器高     57

口縁部内外面 :横 なで 体都外面 :刷毛目の後を
で、へら削り 体部内面 :なで

内面 :ループ状暗文 外面 :橙色

内面 :獲色
良
土師器

莞 】子]
口径     223
器高    45

口縁部外面 :積なで 口縁部内面 :割毛目1841/cn)の

後横なで 体部内外面 :屈よ毛目(胡骸cI)
外面

内面
髄
髄
乳

乳
やや粗

土師器

受 溝 1
口径    ″6S
器高    48

口縁部内外面 :横なで 体郡外面 :刷毛目(8本 /cm)
体部内面 :な で

外面 :黄橙色

内面 :黄橙色
良
土師器

魂 溝 ユ
曰径    240
器高     SO

口縁部内外画 :績なで 体部外面 :刷毛目184/cn)
体部内面 :なで

外面 :橙色

内面 :糧色
やや粗

土師器

第 溝 ユ
日径     264
器高    56

日縁部内外面 :横なで 体部外面 :刷毛日(9本 /m)
体部内面 :刷毛目lttVt4a)

外面 :淡糧色

内面 :橙色
やや良

土師器

高  杯 溝 1
裾径    58
器高    43 柱郡外面 :な で

外面 :乳褐黄色

内面 :乳褐黄色
良
上師器

上  錘 溝 I 長

径

径

大

大

孔

最

最

外面 :な で
外面 :乳黄橙色

内面 :乳黄澄色
組

手ず くね

土師器

津 1
口径     66
器高    57

口縁部内外面・体部外面 :横なで

体部内面 :なで

外面 :乳責橙色

内面 :乳黄橙色
やや社

土師器

受 灘 ユ 器高
体部外面 :刷毛目(1"νcm)

体部内面 :へら削り下に指頭庄痕

外面 :橙色

内面 t乳橙色
やや粗

体部外面 :黒斑

土師器

寛 津 l 略
縞

日縁部内外面 :横なで 体部外面 :平行タタキ(3本
/m)体部内面 :なで (当て具の痕跡が残る)

外面 :橙色

内面 :種色
やや粗

韓式系土器

杯  壷 藩 1
口径    103
器高    33

日縁部内外面 :天丼部内画 :回転なで

天丼部外面 :回転へら削り

外面 :灰青色

内面 :灰青色
やや密

須恵器

杯  蓋 溝 ユ

口径    94
かえり径  74
つまみ径   14
署高    33

口縁部内外面 :回転なで 天丼部外面 :回転へら削
り(ロ クロ :左回り)天丼部内面 :回転なでの後―
定方向のなで つまみ :回転なで

外面 〔灰青t
内面 :灰青色

やや粗

須恵器

杯  身 溝 ユ

日径    145
高台径   92
高台高   07
器高    43

口縁部内外面 :回転なで 底部外面 :回転へら削り
(ロ クロ :右回り)底部内面 :回転なでの後一定方
向のなで 高台部 :回転なで

外面 :暗青灰色

内面 :暗青灰色
密

須恵器

壷 溝 i

口径    121
つまみ径  27
つまみ高  11
器高    43

日縁部内外面・天丼部外面・つまみ部 :回転なで

天丼部内面 :不定方向のなで

画

面

外

内

灰色

灰色
密
外面 :自然釉付着

須恵器

高  杯 溝 ]

裾径    119
脚基部径   36
署高     58

脚部内外面 :回転なで 杯底部内面 :な で
外面 !灰青色

内面 :灰青色
須恵器

鉢 溝 ユ
日径    260
器高     63

口縁部内外面・体部内函 :回転なで

体部外面 :回転なでの後かき目伸 a)
外面 :暗灰音色

内面 :暗灰音色
密
須恵器

長 壊 壷 溝 1
頭基部径  63
器高    157 顕部内外面

,体部内外面 :回転なで
瑛部外面 :凹線 1条

体部外面 :凹線ユ条

外面 !暗灰警色

内面 :灰青色
密
須恵器

霊 溝 1

高台径   91
高台高   19
器高    60

体部内外面・高台部 :回転なで 底部内面 :不定方
向のなで

体部外面 :回線 1条
外面 :青灰色

内面 :青灰色
密
須恵器

短 頚 壷 澪 1 略
縮

日縁部内外面 :回転なで 体部外面 :平行タタ■を
なで消し 体部内面 :同心円タタ■をとで消し

外面 灰青色

灰色内面
密
須恵器

桜  瓶 溝 ユ
略
陸
脇

口縁部内外面 :回転とで 体部外面 ;格子風タタキ
G本/cm)体部内面 :同心円タタキ(嘲νcm)

外面 :暗灰色

内面 :自灰色
密

須恵器

蔓 津 ユ
口径    234
器高    69

口緑部内外面 ,回転なで 頚部外面 :か き目(10本
/cn)体部内面 :同心円タタキ(閉νcm)

外画 :暗灰色

内面 :黒灰色
密
須恵器

甕 津 1
略
陸
納

日縁部内外面 :回転なで 体部外面 :格割氏平行タ
タキ(44/cm)体 部内面 :同心円(2本 /m)

外画 灰白色と

灰龍

灰青t内画

lrz

須恵器

灘 2
つまみ径  28
器高    13 外面

:績なで 内面 :な で 外面 :淡褐色

内面 :橙色
精  良

土師器

壺 薄 2
つまみ径  32
器高     14

外面 :乱黄褐色

内面 :乳資網色
糖  真

土師器

皿 澪 つ 略
舗

口緑部内外面 :積なで
外面 :糧色

内面 :種色
良
土師器

皿 海 ワ
日径    184
器高     32

口緯部内外面・底内部面 :積なで 底蔀外面 :へら
削り

口緑部内面 :斜放射状贈文

見込み :螺旋状暗文

外面 :淡茶褐色

内面 :淡茶褐色
精  良

土師器

杯 海 2 睫
瑞

口緑部内外面 :積をで 体部外面 :へら削り 体部
内面 :をで

外面 :橙色

内画 :宙橙色
やや良

上師器

高  杯 灘 2
脚基部径

器高

杯部内外面 :横なで 杯底部内面 :なで 脚柱郡外
面 :なで下に指頭圧痕 脚柱部内面 :絞 り目

杯部内面 :斜放射状暗文

見込み :螺旋状暗文

絶

馳

面

面

外

内
精  良

土師器

t 津 2 器高 内外面 :刷毛目位4/cm)
外面 :茶福色

内面 :茶福色

生駒西麗芝

土師器

翼 灘 2
口径    181
器高    56

口隷郵外面 :演オで 日緑部内面 :刷毛目(瘤νc)の後
検をで 体部外面 :Fl毛日(114/c)体 部外面 :刷毛目
(114/cB)体部内面 :Fl毛目174/a)を 一部なで消じ

外面 :沸笹秦色

内面 :糧茶色
良

土師器

冤 溝 2 略
錦

口緑部内外面 :積なで 体部外画 :刷毛目0本 /cm)
体部内面 :刷毛目(療体不明)

外面 :橙茶色

内面 :種茶色
良
土師器

■ 澪 2
日径    242
器高    64

口線部内外面 :積なで 体部外面 :刷毛目lttVa)
体部内面 :なで下に指頭圧IH

外面 :乳黄褐色

内面 :乳黄桐色
やや良

上師器
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番号 器 種 遺構 層位 法 =(cn) 技 法 紋 様 色  調 胎  土 傭  著

莞 薄 2
径

高

口

器

日縁部外面 :検なで 口縁部内面 !刷 =
後横なで 体部外面 :刷毛日(10本 /cm
上半 :刷毛目(7本 /倒Ⅲ 体部内面下半

十(7本/cI)の

体部内面

へら削り

外面 :秦橙色

内面 :茶橙色
やや組

土師署

杯   蓋 滞 ?

口径    102
かえり径   83
器高    22

回縁部内外面 :回転なで 天丼都外面 :回拝へら削
り(ロ クロ:右回り, 天丼部内面 :回転なでの後一

定方向のなで

外画 :青灰色

内面 :青灰色
密

須恵器

杯  身 溝 2

口径

受け部径  126
立ち上がり高 06
器高    33

口縁部内外画 :回転なで 杯部外面 :回転へら削り
(ロ クロ :右回り)杯部内面 :一定方向のなで

外面 :青灰色

内面 :青灰色
密

外面 :自然釉付着

須恵器

杯  身 溝 2

口径    112
受け部径  132
立ち上がり高 07
器高    20

口縁部内外面 :回転なで 杯部外面 :へ ら切り未調
整 杯部内面 1回転なでの後不定方向のなで

外面 :灰青色

内面 :灰青色

須恵器

杯  蓋 津 2
日径    105
器高    34

口縁部内外面 :回転とで 天丼部外面 :へら切 り未
調整 天丼内面 1回転なでの後一定方向のなで

外面 :灰青色

内面 :灰髯色
やや粗

須恵器

杯  身 灘 2
口径     つ4
器高     32

日縁部内外面 :回転なで 杯部外面 :回 転へら切り
(ロ クロ :左回り)杯部 :回転なでの後一定方向の
なで

外面 :贈灰色

内面 :贈灰色
密

須恵器

杯  身 溝 2
日径     98
器高    34

口縁部内外面 :回転なで 杯部外面 :回転へら削り
(ロ クロ「左回りヽ 杯部内面 :回転なで

外面 :暗灰青色

内面 :灰音色
密
須恵器

広 口 霊 澪 2

口径     181
顕基部径  130
器高    98

内外面 t回転なで
外面 :灰青色

内面 :灰音色
密

須恵器

妻 溝 2

口径    250
顕基部径  180
腹径    504

口縁部外面 :回転なでの後かき目 体部外面 :平行
タタキ(嘲Ψcm)の後かき目 体部内面 :同心ロタタ
キ(2-3本 /a)

外面 :青灰色

内面 :青灰色
密

須恵器

皿 語ち込み ユ
口径     つ3

器高    12

口縁部内外面 :横なで 底部外面 i回転糸きり
底部内面 :「の I字状になで

外画 :淡率褐色

内面 :淡茶褐色
良
回転台上師器

皿 落ち込み 1
口径

器高

口縁部内外面 :横なで 底部外面 :回 転糸切り
底部内面 :「のJ字伏,こなで

外面 :淡黄褐色

内面 :淡黄褐色
やや良

回転台土師器

皿 落ち込み l
口径     04
器高     14

口縁部内外面 :横なで 底部外面 !回転ネ切り
底部内面 :「の」字状になで

外面 :淡茶橙色

内面 :淡茶橙色
やや/4

回転台土師器

皿 語ち込み ] 醒
縮

口縁部内外面 :横 なで /A部外面 :回転糸切り

底部内面 : rの J争伏になで
外面 :淡茶褐色

内面 :淡茶褐色
良
回転台土師器

杯 落ち込み ]
日径     140

器高    33

口縁部内外面・/A部内面 :横なで

底蔀外面 :回転糸切り

外面 :黒褐色

内面 :淡褐灰色
やや良

回転台土師器

杯 落ち込み 1
日径     149
器高    35

国縁部外画・底部内面 :横なで

底部外面 :回転糸切り

外面 :濁褐灰色

内面 :淡褐灰色
やや粗

回転台土師器

小   皿 密ち込み 1
径

高

日

器
日縁部内外面 :横なで 底都外面 :指頭圧痕

外面 :淡責橙色

内面 :淡黄橙色
やや良

土師器

椀 語う込みユ
日径    145
器高    SI

口縁都内外面 :横なでの後空自の目立つ粗いへらみ

がき 体部内外 :不規貝1なへらみがき
色

色

黒

黒

面

面

外

内
精  良

瓦 器

/1ヽ   皿 土墳 2
口径    103
器高    09

外面 :淡茶橙色

内面 :淡茶橙色
良
土師器

小  皿 土猿 2
口径     10S
器高     10

日縁部内外面 :横なで 底部内面 :な で
底部外面 :な で下に指頭庄痕

外面 :淡茶橙色

内面 :淡茶橙色
良
土師器

土城 2
日径    ■ 4
器高    ユ0

面

面

外

内

茶褐橙色

淡茶橙色
やや粗

上師器

小  皿 と壌 2
口径    つ0
器高    18

日縁部内外面 :横 なで 底部内面 :な で
底部外面 :な で下に指頭圧痕

外面 :灰黄覆色

内面 :黄茶橙色
やや判

上師署

/1ヽ    皿 上墳 2
口径     92
器高    14

日縁部外内面 :横 なで 底部内面 :オ で
底部外面 :な で下に指頭圧痕

外面 :黄橙色

内面 :黄積色
精 良

土師器

/1ヽ   皿 土猿 2
径

高

日

器
口縁部内外面 :核なで 底部内面 :な で

外面 :明茶橙色

内面 :明茶橙色
良
外面 :累斑

上節器

/1ヽ    皿 土壌 2
回径    つS

器高     15
口縁部内外面 :横なで 底部内面 :な で
底部外面 :な で下に指頭圧痕

外面 :黄茶橙色

内面 :黄茶橙色
やや粗

土師器

小  皿 土猿 2
口径     8e

器高    15

回縁部内外面 :横なで 底部内面 :な で
底部外画 :な で下に指頭圧痕

外面 :黄茶色

内面 :灰黄茶色
やや粗

土師器

小  皿 土崚 2
日経    ,7
器高    15

口縁部内外面・底部内面 :横なで

底部外面 :な で下に指頭圧痕

外面 :明茶橙色

内面 :黄茶橙色
粗
土師器

杯 土振 2
径

高

日

器

外面 :明茶橙色

内面 :明茶桂色 上師器

土城 2
口径     159
器高    24

口縁部内外面 :横なで 底部内画 :な で
底部外面 :な で下に指頭圧痕

外面 :灰黄褐色

内面 :灰黄4B色
良
土師器

鉢 土墳 2
口径    167
器高    60

口縁部内外面 体部外面 :回転なで
体部内面 :不定方向のなで

外面 :灰 白色

内面 :灰 白色
密
須恵器

鉢 土墳 2
口径     152
器高    31

内外面 :回転なで
外面 :灰緑白色

内面 :灰緑自色
密
白磁

/1ヽ    皿 土墳 2 確
絡

外面 i灰黒色

内面 :灰累色
精  良

瓦 器

小  皿 土壌 2
口径    93
器高    19

日縁部外面 :積なで 回縁部内面 :横方向のへらみ
がき 見込み内面 :な で 底部外面 :な で下に指頭
庄痕

見込み内面 :斜格子状暗文
外面 :黒灰色

内面 :曇灰色
精 良

瓦 器

小  皿 土嫉 2
径

高

口

器

口縁蔀外面 :旗なで 回縁部内面 :横方向のへらみ
がき 見込み内面 :な で 底部外面 :横方向のへら
み力=き

見込み内面 :妹旋状晴文
画

面

外

内

灰青色

灰青色
精 良

瓦 器
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番号 器 種 法 量 (tBt) 技 法 紋 様 色   調 胎  ■ 備  考

椀 土墳 2
口径     147
器高     2つ

日縁部外面 :積なで 体部外画 :指頭圧痕
体部内面 :へらみがき

外面 :黒灰色

内面 :黒灰色
精  良

瑞

椀 土墳 2
日径     143
番高     46

固緑部内外面 :積方向のへらみがきの後債をで

体部外面 :へらみがき下に指頭圧痕 体部内面 :積
方向のへらみがき

見込み内面 :平行線状暗文
外面 :累灰色

内面 :黒色
精 良

瓦器

椀 土坂 2

口径    152
高台径   57
高台高   06
器高    Si

日線部内外面 :積 なで 体蔀外面 :指頭圧痕
体BI内面 :横方向のへらみ力=き  高台 :横なで
見込み内面 :なで 底部外面 :な で

見込み内面 :平行線状暗文
外面 :淡灰褐色

内面 :淡灰色
精  良

器高指数 333

瓦器

椀 土残 2

径
籠
舗
高

回

高

高

器

体部外面 :指頭圧痕 体部内面 :へらみがき 外面 :灰黒色

内面 :灰黒色
精 良

器高指薮 87ユ

瓦器

挽 土墳 2

径
縦
舗
高

日

高

高

器

日縁部内外面 :積なで 体蔀外面 :指頭圧療
体部内面 :べらみがき 高台 :横オて 見込み内面 :格子供暗文

色

色

黒

黒
瓶
繭

精 良
器高指数 301

瓦器

棟 土壌 2
径

高

唯
誘
誌
縞

日縁部外画 :横なで 日緑部内面 :横なでの後横方
向のへらみがき 体部外面 :指頭圧痕 体部内面 :

績方向のへらみがき 高台 :横なで
見込み内面 :鱒 決暗文

外画 :灰黒色

内面 :灰黒色
精 良

器高指数 325

瓦器

鉢 建物 4
目径     196
器高     s2

口縁部内外面 :横なで 体部内面 :な で 体部外面
I Fl毛 目(74/cn)の 後なで

外面 :赤黄褐色

内面 :赤黄褐色
やや粗

土師器

L 建物 4
口径     124
器高    41

日縁部外面 i横なで 日縁部内面 :刷毛目(つ本/cm)
の後積なで 体部内面 :オで下に指頭圧痕

面

面

外

内

淡黄種色

淡黄橙色
やや粗

土師器

rFN 蓋 建物 6

口径    109
かえり径  つ1
器高    16

日緑部内外面 :回転なで 天丼部外面 :回転へら背」
り(ロ クロ :左回り)天丼部内面 :回転なでの後一
定方向のなで

外面 :灰青色

内面 :灰青色
密

須恵器

杯  蓋 ピツト162
口径    09
かえり径   84
器高    21

目縁部内外面 :回転なで 天丼部外面 :回転へら割
り(ロ クロ :右回り)つまみ貼り付け時回転なで 天
井部内面 :回転なでの後一定方向のなで

面

面

外

内

暗灰晋色

淡灰青色
窪

須恵器

杯  蓋 ビット349
日径    ェ12
かえり宅監  93
器高    21

日縁部内外画 :回転なで 天丼部外面 :回転へら削
り(ロ タロ :右回り)天丼部内面 :不定方向のなで

外面 :暗灰書色

内面 :暗灰色
宿

須恵器

杯  壷 建物 4

口径    ■ 5
かえり径   08
器高    17

口縁部内外画 :回転なで 天丼部外面 :回転へら削
り(ロ クロ :左回り)天丼部内面 :回転なでの後―
定方向のなで

外面 :灰青色

内面 :灰青色
密

須恵器

杯  藍 建物 6

口径    132
かえり径  110
器高    22

日縁部内外面 :回転なで 天丼部外面 :回転へら削
り(ロ クロ :右回り)天丼部内面 :不定方向のなで

外面 :灰青色

内面 :灰青色
やや粗

須恵器

杯  壷 ビット229
日径    I?o
器高     14

口縁部内外面 :回転なt 天丼部外面 :回転へら削
り 天丼部内面 :回転なでの後不定方向のなで

外面 :灰音色

内面 :灰青色
やや粗

須恵署

嘉 ピット119
口径     124
器高    44

日縁部内外面 :積 なで 体部外面 :刷 毛目 (14本
/cm)の後―蔀なで 体部内面 :へら削り

外面 :種色

内面 :黄褐色
やや粗

土師器

杯 ピツト49タ
口径     142

器高    37
日縁部内外面 :積なで 体部外面 :な で下に指頭圧
痕 体部内面 :不定方向のなで

外面 :濁黄褐色

内面 :濁費福i やや粗 土師器
杯 ビツト497

日径     156
器高    41

口縁部内外面 :横なで 体部外面 :な で下に指頭圧
痕 体部内面 :不定方向のなで

外面 :赤褐色

内面 :湧赤褐色
やや粗

土師器

杯 ビット355 唯
編

口縁都外面 :横方向のへらみがきの後横をで

口縁都 体都内面 :状 なで 体蔀外画 :横方向のヘ
らみがき

体部内面 :斜放射状暗文
外面 :橙色

内面 :乳澄也
土師器

杯 ピツト 3
口径    146
器高    23

口縁部内外面 :横なで 体部外画 :な で下に指頭圧
痕 体部内函 :なで 底蔀外面 :積なで

外面 :赤褐色

内面 :赤褐色
やや粗
土師器

杯 ピツト 3
口径    156
器高    25

口縁部外面 :殺なで 体部外面 :な で下に指頭圧痕
体部内面 :なで 底部外画 :積なで

外面 :赤褐色

内面 :赤褐色
やや粗

土師器

椀 ピツト 3 醒
納

回線部内外面 :積なで 体部外面 :な で下に指頭圧
痕 体部内面 :な で

外面 :淡黄褐色

内面 :累色
やや組
A類

黒色土器

/1ヽ    皿 ピット447
口径     94
器高    ユ6

回緑部内外面 :積をで 体部外面 iな で下,こ指頭圧
痕 体部内面 :なで

外面 :赤褐色

内面 :赤褐色
やや粗

土師器

椀 ビット 20 唯
鵠

「
l縁部内外画 :積なで 体部外面 :へらみがき
体部内面 :積なでの後へらみがき

外面 :黒色

赤賞褐色

内面 :黒色

やや粗 A類

黒色土署

椀 ピフト411 略
縮

口縁部内外面 :嶺なで 体蔀外面上半 :へら削りの
後一部へらみがき 体部外面下半 :横なで
体部内面 :なでの後へらみがき

外面 :黄赤格色

内面 :累灰色
やや粗
A類

累色土器

小  皿 第 8層
日径     83
器高     12

日縁部内外面 :積なで 底部外面 :なで下に指頭圧
痕 底部内面 iなで

色

色

橙

橙

画

面

外

内
良
土師器

小  II 第 BE 唯
鏑

口縁部内外面 :横なで 農酪外函 :な で下に指頭圧
痕

外面 :橙色

内画 :熟笹色
やや良

土節器

小  皿 第 8層
口径    近 0
器高    12

日縁部内外面 :積なで 底部外面 :な で下に指頭圧
痕 底部内面 : なで

外画 :橙灰色

内面 :灰橙也
やや粗

土師器

小  皿 第8層
日径     89
器高    21

回縁部内外面 :横とで 底蔀外面 :な で下に指頭圧
痕 底部内面 :なで 色

髄
褐

濁

面

面

外

内
やや粗

土師器

勇 第 8層
口径     Io 6
器高     42

日隷部外面 :積なで 口線部内面 :刷毛目174/m)
の後検なで 41M外面 :刷毛目l密νca)
体都内面 :なで

外面 :乳褐色

内面 :乳褐色
やや良

土師器

蔓 第8層
日経     93
器高    68

口縁部内外誘 :績なで 体部外面 :な で下に指頭庄
慶 体部内面 :なで

外面 :褐色

内面 :灰掲色
良
土師器

-42-



謗 器 種 遺樟 層位 法 量 (ta) 嶽 色  調 胎  土 備  考

蓋 第 8層
日径    207
器高     13

口縁部内外面 :積なで
色

色

種

橙

面

面

外

内
農
土師器

杯 第 3層
日径    142
器高    9タ

日縁部内外面 :横なで 体部・底部外面 :な で下に
指頭圧痕 体部・見込み内面 :な で

体部内面 !斜放射状晴文

見込み内面 :螺旋状暗文

色

色

澄

橙

画

面

外

内
良
土節善

皿 第8層
日径    166
器高    20

口緑部内外百 :積なで 底部外面 :な で下に指頭圧
痕 底部内面 :な で

縫

純

面

面

外

内
やや粗

土節器

蔓 第 8層
日径    146
器高    60

口縁部内外面 :積 なで 体部外面 :刷毛目(13本
/ω )体部内面上半 :割毛日(137ν c8)下に指頭圧
痕体部内面下半 :へら削り

外面 :淡茶褐色

内面 :淡茶褐色
良 外面 :黒斑・スス付着

土師器

土  釜 第8層

口径     248
錫径    279

鍔幅     37
器高    S3

口縁部内外面 鍔部外面 i横なで 鍔部内面 :を で
下に指頭圧痕

外面 :茶褐色

内面 :茶福色
糧 生駒菌麓産

土師器

杯  身 第 8層
口径     121
器高    35

日縁部内外面 :回転なで 底部外面 :と で
底部内面 :回転なでの後不定方向のなで

面

函

外

内

灰背色

灰青色
やや組

須恵器

杯  身 第8層
口径    135
器高    38

口縁部内外面 :回転なで 底部外面 :へ ら切り未調
整 底部内面 :回転なでの後不定方FFEの なで

外画 :青灰色

内面 :青灰色
密
須慈器

杯   身 第8層
径

高

醒
諦
語
編

日縁部内外面 高台 :回転なで 底部内面 1回転な
での後不定方向のなで

外面 :灰色

内面 ;灰色
やや粗

須恵器

椀 第8層
唯離曲縮

口縁部外面 :横なで 体部外面 !指頭圧痕
外面 :乳灰遷t
内画 :灰橙色

良
器高指数 369

瓦器

小   皿 第7層
日径    78
器高    11

口縁部内外面 :横なで 底都外面 :な で下に指頭圧
痕 底部内面 :な で

外面 :乳橙色

内面 :乳橙色
良
土師器

小  皿 第7層
口径     93
器高     ユ0

口縁部内外面 :積をで 底部外面 :な て下に指頭圧
痕 底41内面 :「の」字状のなで

外面 :乳種色と

乱灰色

内面 !乳橙色

やや良

土師器

小  皿 第7層
口径     97
器高    12

口縁部内外面 :積なで 底部外面 :回転糸切り
底部内面 :をで

外面 :乳糧色と

乳褐色

内面 :乱種色と

乳福色

粗

回転台土師器

台ミヽ 皿 第 4 5属

口径    ,9
高台径   4つ
高台高   Iユ
器高    18

口縁部内外面 :横なで 体部外面 :なで下に指頭圧
痕 体部内面 :不定方向のなで 高台 :横なで

外面 :乱黄褐色

内面 :賛橙色

土師器

皿 第7層 配
縞

口縁部内外面 :横なで 体部外面 :な で下に指頭/1
痕 体部内面 :な で

外面 :乳褐色

内面 :乳白色
やや良

土師器

皿 第7層 略
絲

回線部内外面 :2段の横なで 体部外面 :な で下に
指頭圧痕 体部内面 :な で

外面 淡 Ha

内面 :褐灰色
やや粗

土節器

鍋 第6層 確
縮

日縁部内外面 :績なで 体部外面 :馴毛目(目Veg)
体部内面 :なで

外面 :乳灰褐色

内面 :乳褐色
良
内面 :炭化駒付着

土師器

転 第5層 略
縮

口縁部内面 :積なで 日縁部・体部外面 :刷毛目(5
本んm)体部内面 :なで下に指顕圧痕

外面 茶色

内面 :暗褐色
粗
口緑部 :ス ス付着

生駒西歯産 土師器

琵 第5層
日径     145
器高    89

口縁部内外面 :横なで 体部外面 :刷毛目eA/cm)
体部内面 :へ ら削り

外面 :褐茶色

内面 :褐茶色
精 良

土師署

疑菫土器 第5職 略
縮

日縁部内外面 :な で 体部内外面 :とで下に指頭圧
痕

外菌 :乳褐色

内面 :乳自色
粗
紀淡海峡産

製生土器

箋 第 5層 器高 内外面 :回転なで
外面 :灰白色

内面 :賠橙色
良
無鱒 陶器

愧 第 5 7属

高台径   48
高台高   08
器高    2S

内外面 :回転なで 高台 :割 り出し 露飴
外面 :灰緑色

内面 :灰緑色
密

自磁

小  皿 第4層
口径     OS
器高    12

口縁部内外面 :横なで 底部外面 :な で下に指頭圧
痕 底部内面 :なで

外面 :乳褐色

内面 :乳褐色
やや良

上節署

小  皿 第4層
口径    99
器高    18

日縁部内外面 :積なで 底郡外面 :な で下に指頭圧
痕 底部内面 :な で

外面 :乳種色

内面 :橙色と

乱橙色

狙

上師器

小  皿 第4層
口径     93
器高    10

日縁部内外面 :横なで 底部外面 :な で下に指願圧
痕 底部内函 :な で

外両 :橙色と

乳橙色

内面 :乳褐色

やや良

土師器

第4層
口径     180

器高     46

外面 :乳黄褐色

内面 :乳黄褐色
良
土節器

蔓 第 4層
回径    164
器高     85

口隷部内外面 :装をで 体温外面 :硝毛日(134/a)“
部内面 :なでの後刷毛目(1"Va)一部指頭圧盛

外面 :赤種色

内面 :黄灰褐色
ややA 体部外面

:黒班

重 第4層
腹径    153
器高   151

体部内外面 :回転なで 底部外面 :格子風タタ■t
Vlln)

肩蔀外面 :回線 (1条 )
外面 :緑灰青色

内面 :灰青色
密
須寇器

JE 第1層
径

高

唯
誌
諦
縞

92
日縁部内面 :四方棒紋

見込み 1回線 五弁花紋

(コンニャク印判)

外面 :灰白色

内面 :灰宙色
磁轟 伊坊里働

表 4 土器観察表
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鶴 遺  構 調 整 胎  土 色   調 焼 成 質 備  考

溝 ユ
底径  1195
器高  1215

偏平なM宇
外面 :一次調整 タテハケ(4-7本/cI)
内面 :粗い指ナテ

やや粗
外面 :灰褐橙色

内面 :褐橙色
辛須恵質

Aタ イブ

/1ヽ型

126 溝 ]
底径  IS 2
器高  230

偏平なM字 な し

外面 :一次調整 タテハケ(6本/匈 )
内面 :ナ デ 粘上組の継ぎロカ〔残る
基FA部内面 :指頭圧痕

やや良
外面 :橙褐色

内面 :橙褐色
半須恵質

基底都端面に案状

圧痕

Aタ イブ 小型

溝 ]
底径  106
器高  104

偏平な台形

一部三角形

外面 :一次調整 ナデー部タテハケ(7本/甑 )
内面 :指 ナア 粘上の継ぎ目より割離

やや粗
外面 :橙色

内面 :橙色
土 師 質

Bbタ イプ

小型

溝 】
底径  ユ86
器高  ■ 8

偏平な台形

一部
=角
形

rr L
外面 :一次調整 タテハケ(5本 /衝 )
内面 :指ナデ 粘土紐の継ぎロカ`残る

やや粗

橙色と

乳橙色

乳橙色内面

土 師 質

基底部培面に葉状

圧痕

Bbタ イア 小型

溝 ]
径

高

底

器
掘平な台形 な し

外面 :一次調整 タテハケ(S本 /cm)
内面 !指ナデ

やや粗
外面 :濁 橙色

内面 :鴻 橙色
土 師 質

成形時の布の圧痕が

残る Bbタ イプ 4ヽ型

溝 ]
径

高

口

器

回縁靖部内外面 !横ナデ

外面 :―次調整 タテハケ(10本/a)
内面 :タ テハケ (9本 /cI)

やや粗
外面 :茶色

内面 :淡橙色
半須恵質

Aタ イア

小型

溝 ]
径

高

口

器
偏平なM字

口縁靖部内外面 :峡ナデ

外面 :一次調整 タテハケ(5～ 7本 /cm)
内面 :指ナデ 凸帝内側には当て具の痕跡

やや�
外面 :橙褐色

内面 :秦褐色
半須憲質

日緑部外面にへら

言己号

Aタ イア /1ヽ型

溝 】

曰径  1975
底径  124
器高  4585

偏平なM字

口縁磐部内外面 :積ナデ

外面 :一次調整 タテハケ(5～ 8本 /m)
内面 :指ナデ 凸帝内側には当て具の痕跡

やや粗

画
　
　
面

外
　
　
内

袴褐色と

乳橙色

暗灰褐橙色

乳橙色

半須恵質

基FA部培面に票状

圧痕

4段

Aタ イブ 刀ヽ型

溝 】
日径  204
器高  260

偏平をM字 な し

口縁靖部内外面 :横ナデ

外面 :一次調整 タテハケ (8本 /ca)

内面 :タ テハケ (8本 /cII)

やや粗
外面 :乳貨橙色

内面 :乳橙色
土 師 質

口縁都外面にへ ら

記号

Bタ イノ /1ヽ型

溝 1
底径  1475
器高  103

偏平方M字

基底部外面 :機伏工具による押圧

外面 :一次調整 タテハケ(6～ 12本/cm)
内面 :指ナデ

やや粗
外面 !黄褐袴色

内面 :黄褐橙色
土 師 質

Baタ イブ

小型

溝 】 底径  13つ 偏平な台形

基底部外面 :梅伏工具による押庄

外面 :一次調整 タテハケ(7～ 11本 /cII)
内面 ;指,ア 凸帝内側には当て具の痕跡

やや良
外面 :橙褐色

内面 :橙褐色
土 師 質

Baタ イア

小型

溝 1
口径  226
底径  1335

偏平な台形 な し

口縁端部内外面 :横ナデ

外面 :一次調整 タテハケ(7本/m)二次調整 Bd種
ヨコハケ(5本 /m)

回繰部内面 :ヨ コハケ(4本/m)

内面 :指ナデ

外面 !橙色

内面 :橙色
土 師 質

Cタ イブ

小型

溝 ユ
底径  276
器高  16S

偏平な台形

基底部外面 :ナ ア

外面 :二次調整 Bd種 ヨコハケ(6～ 0本 /cI)

内面 :指ナテ

やや良
外面 :橙褐色

内面 :橙褐色
土 師 質

基底部端面に粟状

庄痕

Fタ イブ 中型

溝 1
径

高

底

器
偏平な台形

基FA部外面 :下瑞 ,こ一部横ナア

外面 :一次調整タテハケ (S本 /cm)

内面 :指ナテ

凸帝 〔第 1凸帝は断続ナア

粗
外面 :淡橙色

内面 :淡橙色
土 師 質

Dタ イブ

中型

溝 2
径大

高

殿

器
偏平なM字

外面 :一次調整 タテハケ(11本/口 )
内面 :指ナテ

外面 :橙色

内面 :橙色
土 師 質

Bタ イプ

小型

溝 2
径

高

底

器
偏平なM字 な し

外面 :一次調整 タテハケ(7本/ca)
内面 :2段 目より下 ハケメ(7本/cI)他は指ナデ
粘上組の継ぎ目が残る 凸帝内側には当て具の痕跡
基底部増部内外面 :布の圧痕

やや良
外面 f茶澄褐色

内面 :茶橙褐色
キ須恵質

Aタ イプ

小型

溝 2 底径  230 台 形

基底部外面 :ナ ア

外面 :二次調整 Bd種 ヨコハケ (工具の離こ痕のみ)

内面 :指ナデ 粘土紐の終きロカ滅 る
やや粗
外面 :淡澄色

内面 :淡歪色
土 師 質

Fタ イブ

中型

溝 2 口径  409 偏平オ台形
口縁磐部内外面 :横ナデ

外面 :概伏のものでナデ

内面 :ハ ケメ(9本 /匈 )粘土経の継ぎ目が残る
やや良
外画 :黄褐色

内面 :黄褐色
土 師 質

Eタ イア

中型

溝 2 口径  3S0 偏平なM宇

口縁増部内外面 :績ナテ

ロ縁部内面 :ハケメ(7本/m)外 面 !二次調整 Bd種 ヨ

ヨハケ(6～■本/al)

内面 :指ナデ 格土経の継ぎロカ械 る

やや良
外面 :橙褐色

内面 :橙褐色
土 師 質

Fタ イブ

中型

溝 2 日径  8655 台 形

口縁磐部内外面 :横ナテ

外面 :一次調整 タテハケ(5本/cm)二次調整 Bd種
ヨヨハケ(工具の静止痕のみ)下段 ナデ
内面 :指ナデ

やや粗
外面 :淡橙色

内面 :'た橙色
土 師 質

口縁部外面にへら

記号

Fタ イア

中型

表 5 円筒埴輪観察表
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V まとめ

甲田南遺跡は、今から約20年前に遺跡のほぼ中央を東西に抜ける国道309号線の予定地内に

おいて都市下水路築造工事の際に発見された。その後大阪府教育委員会によって行われた国道

309号線の築造に伴う本格的な発掘調査で、縄文時代から中世にかけての複合遺跡であること

が確認された。ここでは、今回の調査成果とそれを踏まえて調査区の東に位置していた川西古

墳について検討を試みたい。

1.調査の成果

今回の調査区は遺跡の南端部に位置し、溝・落ち込み・土墳・掘立柱建物・ピットなど約

800を数える遺構を検出した。その結果、次のようなことが考えられる。

1.遺跡の中央を縦断する国道309号線築造に伴う大阪府教育委員会が1980年から数次にわ

たって実施した調査結果から弥生時代中期の居住域は、近鉄河内長野線を西限とし、東は石

川に面した段丘の縁辺部までの約300m、 南北は国道309号線を挟んで約180mの範囲に広がっ
註 7

ていると推定されていた。しかし、今回の調査区では弥生時代の遺構は検出されなかったこ

とから、居住域は調査区より北側に位置し、竪穴住居址 1棟を検出した1992年の本市教育委
註 8

員会が行った調査区が南限であることが明確になった。

2.溝 1・ 2の埋土とこれ以外の遺構の埋上が異なった様相を示し、溝 2の断面 (挿図4)

観察から溝の第 1層である黒褐色混礫土層を切り込んで、暗灰褐色上の埋土をもつ遺構が確

認きることから、埋上の差が遺構の新旧関係を示している。溝 1・ 2からは土師器・須恵器

や円筒埴輪など古墳時代中期後半から奈良時代遺物が出土している。他の遺構からは土師器

や黒色土器・瓦器等の遺物が出土している。

3。 新しい時期の遺構からは土師器・黒色土器・瓦器などが出上している。土師器には出土

例の少ない回転台を使用した回転台土師器がある。回転台土師器は皿が 4点、杯が 2点ある。

いずれも底郡外面回転糸切りで、回転へら切りのものは認められない。また、黒色土器には

A類とB類があるが、圧倒的にA類が多い。瓦器椀は、全て和泉型である。器高指数30。 1～

37.1を測り、やや浅い椀形から深い椀形のものまであるが、内外面のヘラミガキは空白の目

立つ粗雑なものが多い。これらのことから、新しい時期の遺構は古代末から中世初頭の時期

におさまるものと考えられる。また、数棟の掘立柱建物が検出されていることから、同時期

まで集落が営まれていたことがわかる。その後、調査区一帯は整地され水田化されたと考え

られる。
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2.川西古墳の検討
1.古墳の概要

今回調査区の東側に位置していた川西古墳は、市内に分布する数少ない古墳時代中期の古

墳である。この古墳は以前に町村組合経営の病院の敷地内にあった円墳である。明治維新以

前に一度発掘され、のちに1928年の敷地整備によって墳丘が消滅したとされる。その墳丘消

滅の際に末永雅雄氏によって古墳の見取り図が作成されているが正確な位置は不明である。

その見取り図によると直径20m、 高さ3mの円墳で、墳丘の中段のところに一重の円筒埴

輪列と墳頂から約 lm下方の墳丘のほぼ中央に小竪穴式石室状の内部構造が営まれていたこ

とが確認されている。小竪穴式石室状の内部施設からは鉄製の眉庇付冑・短甲と鉄刀・剣お

よび鍬、金銅金具などの副葬品が出上している。副葬品の中に眉付冑が含まれていた事実か
註 9

ら古墳の所属時期を北野耕平氏は5世紀の中葉から後半と比定している。

2.古墳周辺の調査

古墳周辺の調査において古墳関連の遺構 (挿図15)を検出している。川西古墳について検

討するにあたり基礎資料としてそれぞれ調査区ごとにその状況を記述する。

調査区 1(今回の調査区)

調査区の東側V区東端で検出した南西から北東へ延びる溝 1と I区東半からⅡ区中央で溝

1と併行する溝 2を検出した。溝 1の埋土は上層が暗黒褐色混砂礫弱粘質土、下層が黒褐色

混礫粘質土で、一方、溝 2の埋土は第1層が暗褐色混礫上、第2層が暗黄灰褐色弱粘質土、

第 3層が黒褐色混礫粘質土、第4層が暗褐色混礫粘質土と埋上が溝 1と溝 2では類似してい

る。相互の埋土中より出土した大量の土師器・須恵器や円筒埴輪片の中には接合できる資料

がある。このことから2条の溝は同時期、つまり、古墳時代中期後半には機能し奈良時代に

はその機能を失ったと考えられる。また、出土遺物の中には多量の円筒埴輸があり、調査区

の東側に位置していた川西古墳の周濠の可能性が高いと考えられる。
註10

調査区 2(1988年 大阪府教育委員会調査)
調査区 1の東側に位置する府営双葉住宅建て替えに伴う発掘調査が行われている。この調

査では溝・ピットを中心に多数の遺構が検出されている。そのうち調査区西端で検出した溝

1が川西古墳の周濠9可能性が高いとされている。この溝の埋土中から出土した遺物 (土師

器・須恵器・円筒埴輪)は古墳時代から奈良時代末 。平安時代初頭のものである。この調査

区の東部で検出された南から北東に走る溝 3は、東から伸びてくる溝4と周溝を構成するこ

とも考えられる。溝 4からは韓式系土器の鉢や土師器・須恵器が出上している。また、溝 2

の東肩から約70cmの地
`点
で埴輪棺が 1基検出されている。
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挿図15 川西古墳周辺調査区位置図
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調査区 3(1989年 富田林市教育委員会調査)
調査区 1の東側に位置する。分譲住宅建設に伴い浄化槽部分のトレンチ調査を行った。そ

の際には南側の4ヶ所の第 2～第 5ト レンチ全域で調査区 1で検出した溝 1・ 2の埋土と類

似する埋土 (上層 :暗灰褐色混礫粘質上、下層 :黒褐色混礫粘質土)が堆積し、埋土中の遺

物も土師器・須恵器 。円筒埴輪や形象埴輪などが出上している。円筒埴輪は調査区1の溝 1
註ユ

・ 2から出上した円筒埴輪のB・ D・ Fタ イプと同タイプものが出上している。形象埴輪は

家形埴輪の一部と草招部分がある。これらの円筒埴輪の時期は調査区1て出上したものと同

時期である。また、北西側の第 1ト レンチでは北半分でも埋上が黒褐色混礫粘質上の溝の一

部と思われる遺構を検出している。

調査区 4(1987年 富田林市教育委員会調査)
調査区 1の南に接する錦織遺跡内において分譲住宅建設に伴い行った調査である。その際

註12

には調査区の北端で 2基の埴輪棺を検出した。埴輪構 1(挿図16上)は上部は削平されてい

るが 2本の円筒埴輪を構に転用し、棺の周囲を直径30cm～ 45cm大の河原石で囲むという珍

しい構造をもつ。構身に使用された円筒埴輪 (挿図17-2・ 4)に はDタ イプの埴輪が用い

られている。その他、小日の開塞やスカシの被覆用にはB・ Dタ イプの円筒埴輪片が転用さ

れている。埴輪棺 2(挿図16下)は 3本の円筒埴輸をつなぎ合わせて構に転用し、スカシを

別固体の円筒埴輪片や形象埴輪で覆い、小回の閉塞には、円筒埴輪や朝顔形埴輪が転用され

ている。棺身に使用された円筒埴輸 (挿図18-8。 9・ 12)に はC・ D・ Fタ イプの埴輪が、

小口の閉塞にはBoCタ イプの円筒埴輪 (挿図18-10、 19-16。 17・ 23)や朝顔形埴輪 (挿

図19-20)が、スカンの被覆用にはB,Cタ イプの円筒埴輪片 (挿図18-7・ 11、 19-15。 18・

22)や朝顔形埴輪 (挿図19-19・ 21)、 形象埴輪 (衣蓋形埴輪 挿図19-14)が用いられて
いる。この埴輪構 2は副葬品の須恵器の蓋杯 (挿図19-13)から6世紀中ごろに埋葬された

ものと思われる。

3.古墳の位置

調査区の周辺は、小字名に「ムロゾカ」と言う名前が残っており、この付近に「塚」があっ

たことが古くから認識されていたと思われる。川西古墳の位置は既往の調査で町村組合経営

の病院敷地内にあたっとされるが明確な位置は不明であった。古墳周辺の調査が行われたこ

とにより、西は調査区 1で検出した溝 2、 東は調査区 2で検出した溝 2のそれぞれ内側に位

置し、調査区 2では溝 2の外側から埴輪棺が検出されていることから、南側は調査区4の埴

輪棺 2よ りも北側に位置すると推測される。北側については調査の機会がなく明確な位置は

不明である。
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―T.P.68.000m

―T.P.67.700m

挿図16 調査区 4 埴輪棺 1・ 2 平面図・断面図 (上が北)
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4,古墳の形態と規模

調査区 1の溝 1と 羽査区 2の溝 1、 調査区 3北側の第 1ト レンチで検出した溝は、周濠の

可能性が高い。周濠と思われる溝 1と さらに外側約 6～ 9mの ところでは調査区1の溝 2と

調査区 2の溝 2、 それに調査区 3の第2～ 5ト レンチで検出した溝が平行してもう1条巡っ

ていることが推測できる。この遺構は、周濠 (溝 1)に比べると深さが浅いことや調査区

1のⅢ区では検出されず、北狽1にのびる可能性が少なく一巡しないことも考えられることか
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註13

ら周濠の外堤のさらに外側にめぐる外周溝 (外堤を外域から画する溝)と考えるのが妥当と

思われる。また、各調査区で検出された周濠・外周溝の遺物からみて奈良時代末から平安時

代初頭には埋没し、かなり削平を受けたと思われるが、墳頂部に石塔が立ち墓であると認識

されていたためか、1928年の病院敷地の整備によって墳丘が消滅するまで、墳丘の一部が残

っていたと推測される。しかし、調査区 2において検出された周濠と外周溝は平行して綺麗

な円弧を描いているが、調査区 1で検出したそれは平行しているものの直線的であることか

ら、周濠の形態は円形とはいいがたい。おそらく、周濠の形態は馬蹄形・盾形・円墳以外の

墳丘の相似形等で、周濠の内側のプランが検出されていないため詳細なことについては不明

であるが、古墳築造時の墳丘の形態は、円墳以外の形態で、円墳に造り出しが付く造り出し
註14

付き円墳もしくは前方部の短小な前方後円墳である帆立貝式古墳などの形態であったかもし

れない。将来さらに周辺の面的な調査が進むことによって、築造時の全体の形態が明確にな

ると思われる。

また、周濠内側の肩が検出されていないため墳丘の規模は不明であるが、周濠の外側の肩

から復元した最大長は約45mを測る。外周溝は、調査区 1で検出した部分は幅約3.5～ 7.Om、

深さ約0.5～ 1.lmを 測り、調査区 2検出した部分は幅約2.8～ 3.6m、 深さ南側で約0.2m、 中

央部で約0.7～ 0。 9mを 測り、幅・深さとも一定していない。外周溝の外側の肩からの復元最

大長は約68mを測り、中規模な古墳であると推測される。

5.古墳の年代

川西古墳の所属時期は、内部施設より出土した副葬品の中に眉付冑が含まれていたことか

ら5世紀の中葉から後半と比定されているが、調査区 1から出土している円筒埴輪の時期も

含め、古墳の年代を検討してみたい。
註15

近年、川西氏の編年にあてはめ、古市古墳群出土円筒埴輪の細分という地域的な編年が上
註16

田氏によってなされている。ここでは、古墳時代中期においては川西古墳の属する石川中流

域が、古市古墳群の南に位置し、古市古墳群を形成した大王の隷属下におかれた地域である

とされていることからその編年に照らし合わせ、まず円筒埴輪の時期を検討してみる。

Ⅳ-3で触れたように調査区1の溝 1・ 2から出上した数多くの円筒埴輪からは、次のよ

うなことが言える。全ての破片の中には黒斑のあるものは認められなかった。円筒埴輪は大

きさから大中小の3タ イプに分類することができる。大きさの判るもののうち溝 1ではだヽ型

が88。 9%、 中型が7.4%、 大型が3.7%あ り、溝 2では小型が62.5%、 中型が37.5%あ る。

全体では小型が80.8%、 中型が16.7%、 大型が2.5%ある。そのうち外面調整が一次調整の

みのものが小型で98.4%、 中型で38.5%あ る。大型のものには一次調整のみのものは認め
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られない。二次調整の行われるものはヨコハケの静止痕が斜めになるBd種ヨコハケ調整が

行われている。.ま た、基底部が残っているもののうち基底部調整 (板状工具による押圧によ

り断面形が尖り気味のもの)が施されているものが小型にのみみられる。凸帯は、殆ど偏平

な台形あるいはM字を呈しているが部分的に三角形を呈するものもある。また、最下段の凸

帯に断続ナデがみられるものもある。このように、外面調整が一次調整のみのものが小型は

98.4%と殆r々 占め、中型のものも38.5%と かなりの量を占めること、二次調整がBd種ヨ

コハケであること、最下段の凸帯に断続ナデがみられること、基底部調整が認められること

などから、Ⅳ-4～ 5段階 (5世紀後半から末葉)に比定できるものと考える。

川西古墳の年代は、副葬品の中に眉付冑が含まれていたことから5世紀の中葉から後半と

されているが、円筒埴輪の時期も考え合わせると、もう少し限られた 5世紀後半から末葉に

所属すると考えられる。

6.古墳の性格

市域において古墳時代中期の古墳は、川西古墳を含め、川西古墳西方の中位段丘上にある

新家古墳と石川東岸にある彼方九山古墳の 3基確認されているに過ぎない。中期においては

川西古墳が立地する石川中流域は、古市古墳群の南に位置し、古市古墳群を形成した大王の

隷属下におかれ、在地の首長が分轄統治する地域に過ぎなかったとされている。

おそらく、調査区周辺の地域を統治していた首長墳は、中期中葉 (5世紀前葉)には中位

段丘上に新家古墳を、中期末葉 (5世紀後半から末葉)には低位段丘上に墓域を移し、川西

古墳を築造したと推測される。そして、造り出し付き円墳もしく′は帆立貝式古墳の形態をも

つと思われる川西古墳を中心に調査区 2の東部で検出した溝 3と溝 4で周溝を構成する小型
註18

低方墳や調査区 2・ 4で検出した埴輪構とで墓域を形成している。このことから、古墳時代

中期において川西古墳を中心に和田晴吾氏のいう政治的なまとまりを示すピラミッド形の階
註19

層構成を如実に表したこの地域の墓域といえるのではないだろうか。

(田川 。中辻)
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tt 法 量 (a) 凸帝の形態 嗣 整 色  嗣 焼 載 質 構  を

壇輪 構 ユ 醒
錦
303

台 形

口操靖部内外面 :ヨ コナデ

外面 :一次河整 タテハケ(11本/cL)
内面 :ハ ケメ(104/a)の 後―EEハケメをナア消じ

良

外面 :桂褐色

内面 :覆褐色
土 師 質 Dタ イプ

中型

壌 精 描 ユ
径

高

口

琴

268
台 形

日緑増部内外面 :ヨ ヨナデ

外面 :一次調整 タテハケ(10本/cL)
内面 :ハケメ(10本/ca)の 後ハケメをナテ消し粘土紐

の経き目が残る

良
外画 :淡橙也

内面 :淡澄色
上 師 質

口燎部より2段 日に円

孔を囲しようにへら記

号

槽身 Dタイブ 」ヽ避

竜 輪 結 ユ
径

器高
に平な台形

外面 :一次

“

整 タテハケ(104/a)
内面 :指ナテ ー誌指頭E痕が残る 良 髄

純
輛
揃

土 師 質
Bタ イブ

小型

壇 措 槽 1 躍
縮 418

台 形

口隷増部内外面 :ヨ ヨナテ

外面 :一次

"整
 タテハケ(17精m)

内面 :指ナア 粘土経の継ぎロカ械 る
良

色

色

橙

種

画

面

外

内
土 師 質

憎身

Dタ イブ

中型

埴 輪 結 ユ
日径  220
器高  245 E平

な台形
日緑増部内外面 :ヨ コナデ

外面 :一次嗣整 タテハケ(7-n本んm)
口縁部内面 :ハ ケメ(7～■4/cm)

良
外面 :種色

内画 :黄糧色
上 師 質

日縁部外面にへら記

号

Bタ イブ 小型

亀 輪 槍 1
径

高

底

善
偏平な台形 あ り

基底部外面 :板状工兵により押圧

基底部内面 :布状の圧痕力峨 る

外面 :タ テハケ("ν口)

内面 :指ナデ

良
髄

純

面

面

外

内
土 師 質

Baタ イア

小型

埴 惜 枯 2
日径  273
器高  77

口縁磐部内外面 !ヨ コナデ

外面 :一次調整 タテハケ(7本/a)二次調整 ヨコ
ハケ(6～8本 /cE)

内面 :指ナア 粘土経の経きロカ城 る

良
外函 :淡橙色

内面 :淡糧色
土 師 質

スカシの彼寝

Cタ イブ

/」 型ヽ

埴 構 構 2
口径  275
善高  342

三 角 形

日緑磐部内外面 :ヨ コナデ

外面 :一次調整 タテハケ (7-8本/m)二 次調整
Bc種 ヨコハケ(7本 /a)

内函 :指ナテ

やや粗
外面 :黄褐色

内面 :乳黄褐色
土 師 質

楢身

口縁部に日形の刺突

口縁部から2 3段
目にへら記号

Cタ イプ 小型

埴 輪 槽 2
口径  409
器高  653

台 形

口縁増部内外面 :ヨ コナデ

外面 :一次調整 斜方向の指ナア ニ次調整 Bd種 ヨ
ヨハケ(64/a)

内面 :指ナデ 粘土紐の継き目が顕著に残る

やや粗
外画 :淡黄褐色

内面 :淡黄褐色
土 師 質

描身

Fタ イブ

中型

埴 輪 構 2
日径  260
器高  281 偏平な台形

口縁増部内外面 :ヨ ヨナデ

外面 :一 次調整 タテハケ (S～ 6本 /1HI)二次調整
Bd種 ヨコハケ(5～ 6本 /働 )

内面 :指ナデ

良
外面 :橙色

内面 :橙色
土 師 質

小日の開差

口縁部に円形の募j突

Cタ イア

小型

殖 輪 槽 2
口径  286
器高  297

台 形

回縁増部内外面 :ヨ コナデ

外面 :二次調整 Bd穫ヨコハケ(5～ψνcm)
内画 :指ナデ 粘土紐の経ぎロカ城 る

やや粗
外面 :橙色

内面 :橙色
士 師 質

スカンの被覆

Cタ イブ

小型

埴 拾 植 2

口径  309
底径  205
器高  586

偏平な台形 あ り

口縁端部内外面 :ヨ コナデ

外面 :一次調整 タテハケ(10本/ぬ )
基底都外面 :板状工具による押圧

内面 :指ナデ 粘±4Xの継きロカ我 る

やや粗
外面 :鴻橙色

内面 :黄/rt
土 師 質

枯身

Baタ イブ

小型

蕉 綸 植 2
口径

器高
偏平な台形

口緑磐部内外面 :ヨ コナア

外面 :一次調整 タテハケ(1"膨 em)
内面 :指ナデ

良
外面 :橙色

内面 :乳/at
土 師 質

スカンの被覆

Bタ イブ

小型

埴 精 植 2
口径  И 6
器高  182 偏平

な台形

日緑磐部内外面 :ヨ コナテ

外面 :一次調整 タテハケ(8本 /a)
日経部内面 :タ テハケ(84/cm)

内面 :指ナテ

農
外面

内面
純
絶
黄

黄
土 師 質

小日の開塞

日縁部外面にへら記

号

Bタ イブ 小型

埴 輪 指 2
口径  209
器高  246 偏平な台形

口縁増部内外面 iヨ ヨナデ

外面 :一次調整 タテハケ(0～ 1ヨ膨cn)
口縁部内面 :タ テハケ(9～ 11本 /m)

内面 :指ナア 粘■Fdの継きロカ城 る

良
外面 :橙色

内面 :捜色
土 師 質

小日の開塞

Bタ イア

小型

猿 輪 棺 2 器高  139 偏平な台形 外面 :一次調整 タテハケ(5～夕本/c■t)
内面 :指ナデ

良
外面 :橙色

内面 :乳橙色
土 師 質

スカンの被覆

Bタ イブ 小型

埴 輪 描 2
日径  428
器高  120

台 形

口縁増部内外函 :ヨ ヨナテ

外面 :タ テハケ (8～ 17本/cn)

内面 :ハ ケメ(6～ 16～側)
良
外面 :績色

内画 :糧色
土 師 質

スカシの被覆

朝顔形埴輸

増 綸 構 2
口径  359
器高  104

台 形

口縁増部内外面 :ヨ ヨナア

外面 :タ テハケ(協νca)

内面 :ハ ケメ(8本 /cm)

やや良
外面 :橙褐色

内面 :種褐色
土 師 質

小口の開塞

胡顔形埴輪

壇 構 棺 2 器高  211 偏平な台形 外面 :タ テハケ(7本′銀)

内面 :指ナデ 粘土組の経き目が残る
やや良
外面 :橙褐色

内面 :橙褐色
土 師 質

外面にへら記号

スカシの被覆

朝顔形壇輪

増 輸  2 器高  274 偏平な台形 外面 :一次調整 タテハケ(7～ 20本 /cn)
内面 :指ナオ

縫

髄

面

面

外

内
土 師 質

スカシの被榎

Bタ イブ /Jヽ型

埴 構  2 器高  2435 E平オ台形 外面 :一次調整 タテハケ(6～ 7本/口 )
内面 :上半 ハケメ(6本 /cm)下 半 指ナデ

やや良
色

色

稜

橙

面

面

外

内
土 師 質

小日の被覆

Bタ イア 小型

2 円筒埴輪・朝顔形埴輪観察表表 6 埴輪棺 1
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甲田南遺跡周辺航空写真 (南から)

餅
歎

1札

|ォ
|と

'

=,1'
|1麓麓鷲藍攀鐘鎮速

:1爾
期

1潮蘊



一隷一拳
一

■ヽ
■
争
ド
≡

図版 2

91年度調査地全景 (西から)

同上 (北から)



図版 3

I区 西半全景 (東から)
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図版 8
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図版 9

溝 l 遺物出土状況 (西から)

落ち込み ]遺 物出土状況 (北から)



図版10

11

溝 1・ 2 出土遺修



図版11
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溝 1・ 2 出土遺物
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図版12

落ち込み l 出土遺物



図版13

71

土境 2・ ビット497 出土遺修
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図版15
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溝 1 出土円筒埴輪
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図版16
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図版17
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溝2 出土円筒埴輪
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図版18

錦織遺跡 埴輪棺 ]



図版 19
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錦織遺跡 埴輪棺 2
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錦織遺跡 埴輪棺2
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